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今年度はアーティストや市民の芸術活動団体を支援する中間支援団体を対象に、その機能強化を

図るため、海外の中間支援団体の活動内容や組織、仕組み、資金調達方法などを調査し、今後

の自分たちの活動に役立てる内容としました。

主な視察先のオランダのアムステルダムやロッテルダムは、クリエイティブシティ推進に積極的に取

り組み、大きな成果を上げています。NPO 等の中間支援組織も数多く活躍しており、また行政・

NPO・企業の3つのセクターが協働することで、大きな推進力を発揮しているのが特徴です。

視察参加者は横浜市内で活動している中間支援団体から4団体を公募・選考し、10月下旬にオ

ランダ及びドイツに派遣しました。そしてその成果を今後の団体活動に具体的に活かすためのアク

ションプランを作成しました。

シンポジウムでは、視察先のオランダから講師を招聘し、多様な主体による活動が盛んなオラン

ダ・モデルと呼ばれる事例を紹介するとともに、横浜における中間支援組織の活動のあり方につい

て意見交換を行いました。

日・EU 市民交流年を機に、アートによる地域活性をテーマとして、日本各地のアートNPOと地方公

共団体がペアを組み、EU６カ国（英国、イタリア、アイルランド、フランス、フィンランド、ドイツ）

の創造都市戦略の取り組みを視察しました。
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本日は、多勢の方 に々ご来場いただきまして、誠にありがとうござ

います。本日の参加者の皆さまには、遠くは九州や関西からもお越

しいただいていただいており、創造都市への関心の高さが窺われま

す。

本日のシンポジウムは、横浜市の創造都市の推進をしておりま

す開港１５０周年・創造都市事業本部と財団法人横浜市芸術文化振

興財団が主催しておりまして、今年が３年目となります。

この創造都市交流事業は、２００５年度にEUと日本の市民交流年

をきっかけとして始まりました。これはEU６カ国から提案がありまし

て、EU諸国と日本の間で市民レベルの文化交流をしたいというこ

とで横浜市に話が持ち込まれました。

そこでこの年は、これら６カ国に国内各都市のアートNPOと行政

を組み合わせた視察団を派遣し、またその後、６カ国からアーティ

ストなどをお呼びしまして、ワークショップをしたり、シンポジウムを

開催したりということで始まりました。

１回目はどちらかといいますと、EU諸国の創造都市の取り組み

事例を数多く、幅広く見るという目的だったのですが、昨年度、２年

目の２００６年度は教育にテーマを絞りまして、視察団をロンドンとシ

ンガポールに派遣しました。そして、２都市からアーティストを呼び

まして、ワークショップをし、最後にやはりシンポジウムを行うという

プロジェクトを行なってまいりました。

そして３年目となります今年度は、まず昨年７月に、クリエイティ

ブシティの理論の提唱者でもありますチャールズ・ランドリーさんを

お呼びしまして、この同じ会場である赤レンガ倉庫で講演会を行い

ました。

その後、創造都市交流事業の３回目といたしまして、１０月末に、

今年度はオランダとドイツに視察団を派遣して視察してきました。

今回の視察のテーマは、「中間支援組織のあり方を海外に学ぶ」と

設定いたしました。日本では、この横浜でもNPOの活動がだんだん

活発になってきており、今後も活躍が期待されるところですが、そう

いったNPOなど中間支援組織が行政や民間企業と協働して、活発

に活動している事例を、海外で視察するという趣旨で視察を行って

きました。

本日のシンポジウムは、視察先のオランダから２名のゲストの

方 を々お呼びして、オランダのクリエイティブシティの取り組みにつ

いてご紹介いただきます。

お一人は、アムステルダム市役所からお越しいただきましたロ

バート・マライニセンさん、もう一方は、エヴァ・デ・クラークさんで

す。今回の視察で参加者一同が最も大きなインパクトを受けた場

所というのが、造船所跡の広大な敷地に建つ工場跡をアートセン

ターとして活用している所だったのですが、そこの代表の方がこの

エヴァさんで、ぜひお呼びしたいということで、今回実現しました。

前半、お二人から基調講演とプレゼンテーションがありますので、

オランダの興味深い事例について、お楽しみいただけると思います。

後半は、パネル・ディスカッションです。オランダの２名のゲスト

の方々、日本側からのゲストの皆さんにも参加していただきまして、

オランダの事例を踏まえた上で、今後横浜がどのように創造都市

の政策を進めていくかという話が深まればと思っております。

それから、今回視察に参加した団体は、横浜市内で中間支援機

能を担う団体を公募しました。全部で１２組の応募があったのです

が、その中で４団体を選考して派遣しました。その４団体が実際に

向こうで見てきたことを参考に、今後自分たちの団体の活動に具体

的に視察の成果をどのように活かしていくか、というアクションプラ

ンを作っていただきました。そこで、各団体からこのアクションプラ

ンのプレゼンテーションを最後に行います。

本日は全部で４時間にわたる長丁場のシンポジウムですが、ぜ

ひ最後までお聞きいただき、ご質問やご意見があれば積極的にお

出しいただき、皆さまとともに有意義な時間としてまいりたいと思っ

ております。

「創造都市・横浜」について・シンポジウムについてのイントロダクション

藁谷はるか ［財団法人 横浜市芸術文化振興財団 事業開発グループ長］
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講演を始める前に拍手をちょうだいし、ありがたく思います。終了

時にも、皆さま方の拍手に値するような講演ができればと思います。

まず、この講演にお集まりいただきどうもありがとうございます。また

横浜市におかれましては、ご招聘くださいましたことを御礼申し上

げます。私の講演は１時間の予定ですが、皆さま方が退屈すること

のないように努めたいと思っています。１時間という講演は、相当

長い講演ですから、いずれにしても始めたいと思います。

まず、クリエイティブ・シティズ・アムステルダム・エアリア

（CCAA）のプロジェクトについてお話ししたいと思います。さて、ス

クリーン上に七つの点で表しているのが、アムステルダム地域内

の七つの都市で、これらは自治体間協力をしています。そのうちの

一つがアムステルダムで、この域内では、大都市で最もクリエイテ

ィブな都市です。ただ、都市間でもクリエイティブであるためには

域内協力をしていかなくてはなりません。というのは、世界的にも競

争が激化しているからです。アムステルダムや横浜だけがクリエイ

ティブシティになろうとしているのではありません。少なくとも世界

中に１０００は、世界のクリエイティブシティ、将来のクリエイティブシ

ティを標榜している都市があるでしょう。その仲間入りをするため

には、努力を重ねていかなくてはなりません。そのために、このプロ

ジェクトがスタートいたしました。

こちらは私の名前です（01）。私がプログラムの一部を統括して

おります。同僚が１０人おりまして、プロジェクトにかかわっております。

それぞれのメンバーがそれぞれの専門分野を持っています。私の

専門は国際渉外担当ですので、今回もこちらにおじゃましているわ

けです。アート団体とやり取りをする担当者もおり、メディアグルー

プ、建築家、またわれわれがクリエイティブな企業と見なす企業と

のやり取りをする担当者がおります。このクリエイティブ産業の考

え方については後ほどお話ししたいと思います。

信じていただけるかどうか分かりませんが、１年前のある朝、ア

ムステルダムの小さなアパートのわが家で目を覚ますと、隣の向か

いの建築プロジェクトにグラフィックアーティストが、スプレーペイ

ンティングをしていました。窓を開けて、「Just a master inside

your little cage」と書かれた言葉を見たとき、これはまさに私に対

するメッセージに違いないと思いました。恐らく、皆さんに向けての

メッセージでもあり得るかと思います。なぜなら、国際的にさまざま

な経験を積むことの利点は、まさに私自身が体験していることだか

らです。アムステルダムという小さなかごの中で最も効果的に仕

事ができる、つまり、そのかごの中では、私はアーティストのこともよ

く知っており、政治家も知っていて、物事のやり方も知っている。そ

れこそがまさに私の日常であり、日々の仕事なのです。ですから、ほ

かの都市におじゃまして学べることの一つは、よそでは違うやり方

があるということです。十分な謙虚さを持っていれば、自分の小さ

なかごの中でだけ自分が巨匠であり得る、そしてそれが認識でき

れば、ほかのかごの中に住んでいるほかの巨匠たちと話をし、何が

違うかを知り、お互いから学び合うということは興味深いことです。

横浜ではアムステルダムとは若干違うやり方でこんなことを行って

いるということが分かれば、それを学ぶことによってアムステルダ

ムがよりクリエイティブになれるというわけです。

ですから、私は、横浜からアムステルダムの視察にいらした方々

が横浜に反映できる何を学ばれたか、ぜひお伺いしたいと思ってい

ます。単なる模倣ではなく、思考も必要です。クリエイティビティと

いうのはすべて頭の中に存在するものだからです。誰もがクリエイ

ティブになり得るのです。皆さん全員が、クリエイティブシティ・ヨコ

ハマの代表です。そして、横浜市をよりクリエイティブに変革してい

ける立場の方たちです。

私たちの組織（CCAA）は昨年９月に創設しましたのでまだ歴史

は浅いのですが、当時アムステルダム地域に欠けているものがあ

る、ということが認識されていました。市内でいろいろな政策があり、

プロジェクトも実施されてはいましたが、全体を把握している人が

一人もいませんでした。

まずやるべきことの一つが、様 な々方面であらゆる人 と々接触し、

現状を把握するということで、これを双方向のゲームでやっていく

ことにしました。もちろん、私たちは、政治家が求めることをやってい

かなくてはなりません。というのも、第一にアムステルダムをよりク

リエイティブにするというのが、私たちの主たる目標だからです。で

もそれとは逆に、われわれの側が政治家に対し、アムステルダム市、

アムステルダム地域をよりクリエイティブにしたいというのである

ならば、この政策のこの部分は変更すべき、あるいは新しい法規制

を作るべき、新たな資金調達が必要だということを伝えるのです。

私たちの立場はNPOに似ているかと思います。政府の干渉を受

けず、比較的自由に活動できますし、体制の中で独自の役割を果た

すことができます。これは極めてアムステルダム的なやり方の一例

ということができるでしょう。

二つ目には、私たちはクリエイティブ産業に対してサービスを提

供しています。つまり、アムステルダム域内の七つの市から１社以

上複数のクリエイティブ産業の企業や、あるいはそこで働いている

基調講演「クリエイティブシティの取組・最新事情」

ロバート・マライニセン（オランダ）

クリエイティブ・シティズ・アムステルダム・エアリア（CCAA）プログラム・マネジャー

01
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人々が共通して問題を抱えていて、例えばアーティストのビジネス

スキルを向上させたいとか、資金が必要だという要請があれば、資

金、マネジメントスキルなどを提供しようとします。そしてきちんと

実施できるプロジェクトに転換していきます。ただ、これはクリエイ

ティブ産業で従事している人々や企業側から要請があって初めて

実施されるプロジェクトです。われわれの側がオフィスに座って、何

が必要かこちらで考えて始めるということではありません。資金が

要ると言ってくる人もたくさんいます。それに私たちは対応して解

決しようとしています。

もう一つ、アムステルダム首都圏をクリエイティブシティとして

促進するということがわれわれの仕事の一つです。将来的には全

世界のクリエイティブシティが協力することになると見ています。例

えばロンドン、香港、ニューヨークなどは世界の金融の中心地であり

ますが、お互い密接に連携しています。１０年以内に世界中でクリエ

イティブシティのそういったシステムができるはずです。必ず、東

京、横浜のクリエイターたちが、そしてクリエイターたちのいる地域

がそうしたクリエイティブシティのセンターの一つになるはずで、

それについては疑う余地はありません。アムステルダムもそういっ

たセンターの一つになるべく努力をしていますが、われわれの立場

というのは、横浜に比べてかなり厳しいものがあります。というのは、

ロンドンなど大きな都市と競合していかなくてはならないからです。

そういった競争なのでとても大変ですが、私たちは努力しています。

２００６年に選任された新しい市議会は、ほとんどが３０代の若い人

たちで構成されていて、クリエイティビティについても、クリエイティ

ブ経済についても理解がある人たちでした。初めて市議会長にe

メールを送ると、ほとんど５～１０分で返信が戻ってきます。非常に

珍しいことです。通常は部局長のところにメールを回し、市議会長

のところにメールが行くというような形でしたが、今はこのメールを

直接送って、すぐに反応が得られます。

これら三つが新しい市議会で設定された目標です（02）。既に翻

訳者が翻訳済みかもしれませんけれども、私の方からご説明したい

と思います。例えば、「アムステルダムはクリエイティビティの息づ

く街であり続ける。アムステルダムは欧州のワールドクラスの都市

の中でも、独自のユニークなニッチ※１を持った都市として確立す

る」というのが私たちの主な目標です。ユニークでニッチというとこ

ろが重要です。

これは、アムステルダムだけではなくほかの都市もそうだと思い

ますが、群集の中で目立たなくてはなりません。アムステルダムに

とって、その基本的な資産はメンタリティです。リベラルで相当に

オープンです。そして、アムステルダム地域で生活したり仕事をし

たりしていますと、クリエイティブになれます。恐らく誰でも、考えた

ことは何でもやってみることができるところだと思います。基本的に

それに腹を立てる人は誰もいません。それこそがまさにアムステル

ダムにとっての一番大きな資産だと思います。ただ、規模では競う

ことはしません。というのは、ほかの都市の方がはるかに大きな都

市だからです。けれども、われわれはメンタリティで競い合っていき

たいと思います。

ただ、冒頭で申し上げたとおり、世界中の主要な都市が競い合っ

ていますので、ユニークである、そして違いを出せるように努力す

る必要があります。

それでは若干、理論についてお話をしたいと思います。学者では

ないのですが、こういった議論ではよく混同されることがあるから

です。特にヨーロッパにおきましては、人 は々クリエイティブクラスを

クリエイティブシティと、あるいはクリエイティブインダストリーなど

と混同してしまっています。

リチャード・フロリダ※２のような人がクリエイティブクラスに関し

て本を著していますが、フロリダはクリエイティブインダストリーへ

の投資が必要だと主張しています。彼の著書が日本語に翻訳され

ているかどうかは知りませんが、もしされているならば、数少ない必

読書の一つといえると思います。というのは、よく書かれていて分か

りやすい本だからです。ただ、クリエイティブインダストリーについて

書いているわけではありません。この用語も使われてはいません。

同じ定義で話をしているかどうかを確認するために若干理論に触

れたいと思います。まず、クリエイティブクラスですが、クリエイティ

ブクラスというのは、人 に々ついていっています。それぞれ個人、こ

の会場に座っているわれわれ個人を指します。

また、ほかの学者が書いているようなことを、彼も著書の中で書

いています。すなわち、新しい動きが始まっている。以前は、人々は

物を作ることで日々の生計を立てていました。２０年前には何もかも

が日本製という時期がありました。欧州では、そうした生産をやめ

てしまいました。というのは、日本の方が安価で良質なものを生産

できたからです。今や、ほとんどが中国製になっています。生産拠点

は世界を点 と々しているわけです。われわれの経済は頭脳を使って

働く人 に々依存するようになっています。頭脳のパワーが新しい経

済的な道具になっています。ゆえに、すべてのクリエイティブシティ

がこうした世の中の変化を背景にどんどんとクリエイティブになろ

うとしています。世の中が変化しているのですから都市も変わって

いかなくてはなりません。

クリエイティブクラスの定義は、こちらにあります。すべてクリエ

イティブな方法で、頭脳を使って問題を解決する人々を指すという

ことです。それらは複雑な知識体系、学校、大学、職場で学んだ知

識を活かして個別の問題を解決していく人たちです。恐らく会場内

に都市計画担当の方 も々おられるでしょう。この方たちもクリエイ

ティブクラスの一員です。私のような市の職員もその一部です。

ヨーロッパの都市では人口の、そして労働人口の多い４０～５０％が

このクリエイティブクラスに属し、かなりの部分を占めていると思い02
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ます。一部の都市では、少数がアーティストである、そしてその部分

を占めているのは少ないと思います。もちろん重要なのですけれど

も、その割合は小さいのです。

この理論はアメリカの状況に即したもので、彼の理論では都市あ

るいは経済は三つの対象に投資すべきとしています。第一に、才能

です。大きな頭脳のパワーを持った人々、そして人々に教育を施す

ことによって頭脳の力を生み出すか、あるいはほかの都市から頭脳

パワーを誘致するか、いずれにしても世界的な頭脳をめぐっての争

奪戦が起こっています。その頭脳も買い取ろうとしています。都市は

ほかの都市から頭脳を引き付け、買おうとしています。北京、ニュー

ヨーク、アムステルダムに留学してくれば住居、資金を提供します

よと言い、この頭脳をそういった形で買い取ろうとするというのは

少し難しいコンセプトではありますが。第二に技術、ICT※３、ニュー

メディアなど急成長を遂げている部分です。恐らくご存じだと思う

のですが、現在、世界的にゲーム産業は映画産業よりも大きくなっ

ています。三つ目は、やはり寛容でオープンたれということです。ア

ムステルダムはまさにこの点で差別化しようとしています。われわ

れはこの点で秀でているからです。

ほかにも指針となる人物がいます。チャールズ・ランドリーですが、

横浜にも来たことがあると思います。クリエイティブシティのコンセ

プトのまさに創始者であり、世界中を飛び回ってメッセージの普及

に努めています。彼が定義する都市の抱える課題というのは、まさ

にアムステルダムを想定したもののように思えます。ですので、私

はランドリーが好きです。その課題というのは、クリエイティビティの

文化を発展させることが大切、つまりメンタリティや文化、人々のも

のの考え方、協力して働くやり方です。これを成し遂げることができ

れば、都市の人々や頭脳が都市の抱えている問題を解決すること

ができます。都市交通にしても、気候変動への解決策にしても、また

一部にはアーティストのための新しいビジネスモデルの発見、ある

いは都市にもっとクリエイティブなアーティストを引き付けるなどな

どです。ただし、これもかなり広義の概念であり、クリエイティビティ

をわれわれの日常生活、どんな会社でも活用することができます。

何を取っても、クリエイティビティがかなり重要なものになっていき

ます。クリエイティブな運動もしかりです。

次は、クリエイティブ産業についてお話しします。私もこの産業に

従事しているわけですが、この枠組みの中では、私はクリエイティ

ブ産業専任といっていいと思います。アムステルダムのクリエイテ

ィブ産業の定義は、クリエイティブインダストリーは字義通り、人々

のことではなく、人々が働いているクリエイティブな企業のことをい

います。主に意味とシンボリズムを伝える企業あるいは起業家を指

しています。

例えば、ビジュアルアーティスト、あるいはテレビ番組でアートや

文化同様、クリエイティビティがまさに活動の焦点になっているも

のです。知識ではなくて文化です。そしていろいろな言語を駆使し

ます。詩を書いてもいいです。それはクリエイティブ産業の一部に

アムステルダムではなりますし、また本を書いてもいいです。また講

演をすることもその中に入り、舞台芸術のような形でクリエイティ

ブ産業をなすことになります。

ただ、今、私のように会議でお話をするというのはクリエイティブ

産業には当たりません。今、私はお話をしてメッセージを伝えようと

努力はしていますが、クリエイティブ産業には属していません。とい

うのは、シンボリズムという意味では私は不得手だからです。

もっと事が複雑になるのは、こうした産業におけるサービスを受

ける消費者を考えたときに、例えば舞台芸術家が劇場でパフォー

マンスを演じる際、一般の人たちがそのパフォーマンスを見るため

に対価を払ってやってきます。また、ほかの企業の場合、例えばウェ

ブデザイナーに何かを創造することを依頼する、すなわち企業の

側は文化的に伝えられるメッセージの方が、退屈なメッセージより

も良いということが分かっているからです。

こうした文化的な意味を持っている財やサービスというのは、個

人個人のクリエイティビティ、例えばビジュアルアーティストは普通

単独で会社を興して活動しています。あるいは、集団でクリエイティ

ビティを発揮する場合があります。例えば映画制作には脚本家、役

を演じる俳優、カメラマン、照明担当、音響担当、そして配給担当者

がいます。ですので、さまざまな文化的でクリエイティブな人材が必

要です。これは、アーティストとして成功を収めるのとは異なってい

ます。こうした人 に々は、才能、クリエイティビティ、スキルが必要で

す。こういったスキルは、もちろん教えることができます。アートス

クールに行って、学ぶことができます。ですので、クリエイティブ産

業といったとしても、市や国が、もっと人々をクリエイティブにする

に当たって果たせる役割がないと思うのは違います。

人 は々クリエイティブな人とクリエイティブでない人がいると思

いがちですが、それは間違っています。みんな誰しもクリエイティブ

であり、単にそれを頭の中から取り出すことができるかどうかです。

ですので、市の中にいいアートスクールがあれば、その都市はより

クリエイティブになり得るのです。従って、こういったことも一つ、や

れることだと思います。以上が理論でした。

次に、クリエイティブ産業という意味で、この産業を三つのクラス

ターに分類することができます。市も、異なった役割を果たすことが

できます。経済学者的な観点からすると、異なった市場があるとい

えるでしょう。

第一にアートと文化遺産です。さまざまなビジュアルアーツ、舞台

芸術、文学、文化遺産、遺跡、工芸などがあります。特にヨーロッパに

おいては、国や市が例えば劇場やミュージアムなどを提供すること

によって大きな役割を果たしている部分です。７０年代から既にこう

いったことは手掛けています。今もなおアートというのはアートのた

めにこそ価値があると信じられています。素晴らしいアート、また文

化的な価値がある。経済的にはその価値というのは優れた優秀な

アーティストからいずれにしても生み出されるものだと。ただアーテ

ィスト自身に投資するのも、芸術という理由からのみであり、経済的

な理由からではありません。議論の余地は多少あるかもしれません。

二つ目の分野は、メディアエンターテインメントです。この分野は、

より消費者の好み、およびテクノロジーによって牽引されています。

従って、新技術などへのインキュベーター投資を行う必要がありま

す。ですから、異なったマーケットです。

三つ目の分野は、creative b2b（business to business）

servicesです。すなわちデザイナー、建築家、広告代理店、マーケ
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ティング会社などが、ほかの企業に対してクリエイティビティを主に

販売しています。

ここでオランダ最大の大使をご紹介せずにはいられません。そ

れはご存じのように、ミッフィーちゃん※４ です。彼女はオランダ人

で、４０年前に生まれました。実際にウサギの絵を描くことが好きだっ

た人がミッフィーちゃんの生みの親です。当時ではこのウサギがオ

ランダ最大の輸出品の一つになるとは誰も想像できなかったと思

います。現在ではミッフィーちゃんは世界中で目にすることができま

す。多分ウサギだったからでしょう。ウサギは２匹いるだけで、ごく

短時間で何倍にもなってしまいますよね。自己再生型のクリエイテ

ィブ産業とでもいえるのでしょうか。なかなかいいですね。

アムステルダムでは、クリエイティブ産業向けのプログラムを展

開しています。これは市議会が昨年２００７年５月に容認したもので、

クリエイティブ産業プログラムのおかげで私たちも存在しているわ

けです。

私たちの主な目標は、活発なクリエイティブ産業によって２０１０年

までにアムステルダムはヨーロッパでトップ５の都市になるという

ものです。これを実現していかなければなりません。クリエイティブ

産業によって実現するのですが、そのためには先ほど説明した三

つの分野が焦点となります。決して容易なことではありません。多く

のことを同時に行う必要があります。言い換えれば、都市において

エコシステム、生態系を作るようなものです。

これらが現在取り組んでいる七つの主要テーマです（03）。まず

クリエイティブ産業と教育を結び付けます。というのも、クリエイテ

ィブ産業の大きな部分は新しい産業から成るからです。例えば

ゲーム産業が最もいい例だと思います。それから、クリエイティブ産

業には正式な教育が設けられている分野もあります。クリエイティ

ブ産業と協力して、学校などと連絡を取り、教育を改善し、人々がよ

りクリエイティビティを発揮できるようにして、将来的にクリエイテ

ィブ産業でより働きやすくするようにと取り組んでおります。

二つ目のテーマは、特に若者にとっての経済的、社会的展望で

す。なぜなら、多くの新しい文化や産業は、正式な美術学校からの

み生まれるのではなく、ストリート、街からも生まれてくるからです。

エヴァさんと私は、横浜美術館での素晴らしい展示会を見に行きま

した。ゴス展です※５。ご覧になっていただくと、私が言っていること

がよく分かると思いますが、これは典型的な東京スタイルです。ゴ

ス・ロリータは東京でしか見ることができません。クリエイティブ産

業の中には、例えばアートのスタイルですが、このように新しい何か

を模索している若者たちから発生するものもあるのです。このよう

な人 を々対象として、アムステルダムではプログラムを実施してい

ます。彼らから文化的創造的な起業家を作り出そうとしているので

す。彼らは特別な何かを持っていますので、このようなスタイルか

らキャリアを生み出すことができるかもしれない、文化的なキャリア

だけではなく利益を生むこともできるかもしれないと考えています。

また、文化スカウトという人たちが街に出て、才能を持った若者たち

を発掘しています。これはとてもいいプロジェクトだと思っておりま

す。

三つ目のテーマは、ほかの都市でも取り組んでいるものです。そ

れは、起業家環境を整えるということです。なぜならば、多くのクリ

エイティブな人たちはビジネス界出身の人たちではないからです。

取り組んでいることを進めていく上で、ある段階において必要性を

感じてビジネススキルを学びたい、もしくは学ばなければならない

と考えるわけです。必要になって初めてビジネススキルを学ぶ、学

びたいと思うわけですが、ビジネスという観点からではこれは遅す

ぎる場合が多いので、より良い起業家になってもらうためにはより

迅速に対応する必要があります。それによって彼らはアーティストと

しての生活を維持することができるようになるのです。

四つ目のテーマは、クリエイティブ産業とほかの産業との間にク

ロスオーバー（交差点）を作るということです。これは簡単です。ネッ

トワーキングのイベントを開催すればいいのです。例えば、クリエイ

ティブ企業を１０社ほど招き、そして銀行を１０行ほど集め、食べ物や

飲み物を提供します。それでお互いに知り合うことができれば、多く

の場合においては何か一緒にやろうということになります。アムス

テルダムでは、これがうまくいっています。アムステルダムでは現

在、このようなネットワーキングのイベントを開催している組織が複

数あります。毎週二つほど、このようなイベントがクリエイティブ産

業のさまざまな分野において開催されています。

そして、このような集まりから始まって具体化されたプロジェクト

も幾つかあります。このような取り組みはほかの場所でもうまくいく

と思います。通信・情報技術企業や従来型の芸術系企業でも同じよ

うなことをやっております。美術館でもこのインターネット時代にお

いていかに生き残るかという戦略が必要になっていると思います。

これはアムステルダムの美術館や従来型のアート組織にとって全

03 04
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く新しい考えでした。でも取り組む必要があるのです。

このようなことがうまくいくためには、もちろんアーティストが生

活し、作業するための物理的な空間が必要です。ですから横浜で

拝見させていただいたようなアートスペース※６の提供が欠かせな

いのです。人が創造力を発揮できる、若者がクリエイティブになれ

る空間が必要です。アムステルダムでは不動産市場が高騰してお

りますので、将来のアーティストやクリエイティブな人たちがアムス

テルダムで生活をし続けることができるようにするために、多くの

努力が必要です。ほかの都市に拠点を移してしまわないようにしな

ければいけません。これについては、後ほどエヴァさんから話があ

ると思います。彼女はアムステルダムで大きなプロジェクトに取り

組んでおります。ほかにも数多くのプロジェクトが進行中です。

最後の重要なテーマですが、オランダの人口は今１６００万人と少

ないので、自国の市場は規模も小さくなってしまいます。だからこそ、

クリエイティブ産業が生き延び、成長し続けるためには国際市場を

対象とする必要があります。簡単にいえば、もっとミッフィーちゃん

が必要なのです。

そして、クリエイティブな都市、創造都市の戦略や計画を練るた

めに重要となるのは、その都市をよく理解しているということです。

都市をその細部までしっかりと知っていることが大切です。また、

アーティストに都市戦略を構想してもらうということもメリットがあり

ます。

この写真は、アムステルダムの近代美術館で開かれた美術展で

撮ったものですが（04）、国際的なアーティストがどのように都市を

とらえているのかをテーマにした企画でした※７。ここでは、今まで

聞いたこともない、考えたこともない、さまざまなものを目にするこ

とができました。脳みそが動き、働き始め、新しいアイデアがわき出

てくるのです。すなわち都市に、例えば幾つの企業が存在するのか

といった統計だけが必要なのではなく、実際にアーティストが必要

なのです。特にプロジェクトのスタート段階において、知力を大いに

活用するべきです。よりオープンになることができます。

これは統計を用いてできることを示した例です（05）。一つ一つ

の点はアート関係のクリエイティブ企業を示しています。アムステ

ルダムの至る所に点在しております。多くは歴史的な街の中心部に

位置しておりますが、ほかの場所にもたくさんあります。もちろん小

さい点は小さい企業を示しており、大きい点は大きい企業を示して

おります。

このスライドは、メディアエンターテインメント分野の状況を示し

たものです（06）。よく見るとメディアエンターテインメント分野では

街の中心部から離れた場所に大きい企業が多く存在していること

が分かると思います。これは車で通勤している従業員が多いからで、

駐車場が必要だからです。また、高速道路に近い場所にも多いので

す。

このスライドは、creative b2bの状況を示しております（07）。これ

らの政策を始めたときにマッピングが重要なわけですが、クリエイ

ティビティにはクラスター化が必要ではないかと考えました。なぜ

05 06
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ならば、英国ではそれをやっているからです。メディアクラスターな

どと、さまざまなクラスターが作られております。クラスターに取り

付かれているようです。

マッピングから学んだことは、仮にアムステルダムにクラスター

があったとしても、それはアムステルダムの街そのものがクラス

ターであるということです。そしてアムステルダムの場合には、例

えばメディアクラスターといったようなものはさほど重要ではない

ということを学びました。異なった企業同士が協力し合えるクラス

ターの方が好ましいと分かったのです。

例えば、ファッション分野ですが、ファッションデザイナーのクラ

スターだけではなく、モデルも必要です。キャットウォークでデザイ

ンを見せるためにはモデルが必要なのです。キャットウォークを提

供してくれる会社も必要ですし、また照明や、ファッション写真のプ

ロも必要です。

ですから、もしクラスターというものが必要というなら、それはさ

まざまな企業が必要だということを意味しており、またそれは経済

的なセグメントとする必要もあるのです。ファッションクラスターが

必要だといって、デザイナーだけのクラスターを作っても意味があ

りません。モデルや写真家がいなければうまくいかないのです。だ

からこそ、クリエイティブ経済についてよく知っておく必要がありま

す。視覚芸術でしたら、その作品を売るためのギャラリーも必要で

す。多くの画家はギャラリーから収入を得ているからです。また、作

品を制作するための場所、画材を購入するための場所、さまざまな

サービスを受けることができる場所も必要です。

この地図は、アムステルダム市がアーティストに対して作業場を

提供している場所を示しています（08）。私はクラスター化にしなく

てよかったと思っています。なぜならば、街のどの場所においてでも、

古い建物や学校を維持しつつ、アーティストたちのために再開発す

ることができるからです。エヴァさんが携わっている場所、ブリーデ

ィングスペース、もしくはそのアートスペースの作業所の場所を示

しますと、この辺りです。この上の方です。川の向こう側の方にある

のがエヴァさんの場所です。これはかなり大きな古い造船所です。

でも今は、これはとてもトレンディなクリエイティブスペースになっ

てきています。１０年前は誰もこの場所に興味を持っておりませんで

した。もちろんそれはエヴァさん以外ですが。

こちらはもう一つの例です（09）。これもまた古い倉庫でした。市

がart fabric、あるいはculture fabricという民間の企業と共に再開

発を試みたものです。

これはスタートしたときの写真です（10）。新しいICT企業とアート

の企業を組み合わせて一つのビルに誘致し、ICT企業、メディア、

ローカルテレビ局のクロスオーバーを実現しようとしたものです。

ですので、ある意味ではこれを小さなクラスターととらえることが

できるでしょう。けれども、同一産業の企業ではなく、異なった企業

が組み合わされています。こういった多様性から新しい革新的なア

イデアも創出されます。

それで、１年前にオープンして、今はこんな感じです（11）。初年

度は非常に成功して、街に新しい活気のある場所ができたと受け取

られました。

ただ、もちろんクリエイティブシティになりたいというのであれば

いろいろな場所が必要です。こちらは以前、日産自動車（株）の欧州

地域統括本部があった所です（12）。車の売れ行きがさほど芳しく

なく、撤退することになりました。

その後、Mexxというオランダのブランドで非常に急成長を遂げ

ている衣料品会社が移ってきました。欧州全域に多くの店舗を展開

している、国際的な会社です。国際的なスタイルで、デザイナーも

５０カ国以上から来ています。日本人のデザイナーも必ずいると思

います。日本人の優秀なファッションデザイナーも多いからです。こ

の会社がアムステルダムに移ってきたのは、アムステルダムがオ

ランダのみならずヨーロッパ域内でも若いデザイナーが住みたい

と思う数少ない都市の一つだということを知っていたからです。ク

リエイティブな人たちは、仕事があるからという理由だけではなく

て、頭脳パワーの争奪戦が起こっているためどこでも仕事はあるわ

けですが、やはり住んで面白いところで、仕事もあるという所に行き

たがるからです。

Mexxは、本当の意味での才能をアムステルダムだからこそ誘致

することができると考えたのです。「アムステルダムに住んで、わが

社で働きませんか」という面白いコンセプトです。これは逆ではない

のです。こういう形で、人材を引き付けようとしたのです。

それではBroedPlaats・アムステルダム・ブリーディング・スペー

スのプロジェクトについて若干触れたいと思います。後ほどエヴァ

の方から詳しく話があると思いますが、これはボトムアップでス

09 10
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タートするプロジェクトの一例です。

１９７０年代末、アムステルダムは好景気にわいていました。市とし

ては、スクワット※８されていたアートスペースを再開発して、高級

マンションや商業ビルにして、大きな利益を得ようとしました。もち

ろんこれらのスペースで仕事をしていたアーティストたちは市に不

満を抱くようになり、抗議を始めました。そして、さまざまな政策につ

いての提言を行いました。

２年後、市や政治家も同意するようになりました。だからこそ、こ

のプロジェクトが立ち上がりました。今はかなりうまくいっているの

で、エヴァたちのような人 に々対しては大変感謝しています。こうい

った場所が重要であるということを、きちんと知らせてくれました。

予算ですが、３５００万ユーロで、およそ２０００のワーキングスペース

を市内に低家賃で提供しようとしました。この家賃は手ごろな水準

で維持され、アートスペースとして向こう２０年間こういった方たちが

活用できるようにしました。若いクリエイティブな人々が、将来的に

もこの都市で働いてくれないと、この都市もクリエイティブではいら

れなくなるからです。

こういったプロジェクトについて、職員数は少ないのですが、文化

担当の人たちではなく不動産専門家を巻き込み、われわれは不動

産ゲームができるようにしました。ビルを買い取り、再開発をし、商

業ディベロッパーとともに不動産のビジネスとして取り組みました。

その成果として、手ごろなワーキングスペースを提供できるように

しようとしたのです。やり方を学ぶのに２～３年かかりましたが、か

なりうまくいきまして、面白い場所が市内に戻ってきました。それが

一つの都市を魅力的にするやり方です。すなわちワーキングス

ペースを提供するという手法です。

一方で、もっと都市計画的なやり方があります。そして新しい都市

計画の中に、文化的なものを取り込むというやり方があります。

こちらはアムステルダムの中央駅で、まさに市の中心部に位置し

ています。地域を再開発しています。商業的な理由から、大抵が通

常のホテル、オフィスや超高級マンションなどになりますが、その中

に文化的な施設も含めています。

こちらが新しい公立の図書館です（13）。３万平米で、インターネ

ットが利用できるかなり近代的な図書館です。週７日朝１０時から夜

１０時まで開館しています。屋上には大きなレストランがあって、市の

眺望がききます。これは市が開発し、市が６０００万ユーロを投資した

ものです。投資額としては大きな投資でしたが、毎日少なくとも

５０００人の利用者があり、古い図書館よりも増えています。大変結構

なことだと思っています。

これも同じ用地に建てた新しい建物で（14）、コンテンポラリーク

ラシックという音楽のために建てたものです。何度か聞いていただ

かないと、この音楽は理解できないかもしれません。アムステルダ

ムはある意味で、このような新しい、そして少し難しい音楽に優れて

います。このような分野にたくさんの人を引き付け、魅力をもたらし

てくれています。だからこそ新しい芸術関係の施設についても投資

を続けているのです。これもクリエイティブシティとしてやっていく

ための一つの側面です。

これは市だけでやっているわけではなく、さまざまな企業と協力

して行っています。この再開発の一部はチャイナタウンになります

ので、New Century Dragonsという中国系企業と協力してやって

おります。銀行も参加しています。民間企業としても、その開発物件

の中に文化的な施設があることの価値を理解してくれています。従

って、このような施設に対しても、一部投資をしてくれます。文化施

設があった方が、マンションにせよ、オフィスビルにせよ、より早く、

より高い価格で販売できることを知っているからです。成功事例の

一つとして、時には交渉によって、市の投資をかなり低く抑えて新し

い施設を作ることができる場合もあります。

それから、都市的な状況もクリエイティブ産業には、かなり重要

な要素です。すなわちある程度の施設の集中も必要なのです。そ

のときには、その施設の多様性が求められます。美術館や劇場だけ

ではなく、さまざまなクリエイティビティに関連する施設が求められ

11
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ます。アムステルダムではそのようにやってきております。

また、新しい空間や場所を市内に作らなければなりません。今ま

で作ったものとは異なったものが必要です。異なった何かを加える

ことが重要なのです。もし可能なら、ほかの街とは違うものが好まし

いと思います。それから、商業的価値だけではなく、文化的価値、建

築物的な価値、都市的な価値などについても考えるべきです。クリ

エイティブ産業的な価値も一つの例です。パブリックスペース、水、

緑についても投資する必要があります。

また、クリエイティブな都市には、ある程度の混合が必要です。す

なわちアーティスト一人だけではクリエイティブシティにはなりませ

ん。それは都市によって求められる人数は違いますが、ある一定量

は必要です。そして、さまざまなクリエイティブな人たちのミックスも

必要です。視覚芸術のアーティストだけではなく、舞台芸術や、また

メディア企業なども必要です。これも、これも、これも、これもという

ようなことです。これはとても重要なことです。

アムステルダムで学んだことは、プロジェクトの初期段階におい

て、クリエイティブ企業やクリエイティブ産業にかかわってもらうこ

とがとてもためになるということです。彼らにアイデアを出してもら

うのです。彼らは、市のスタッフよりもずっとクリエイティブで、文化

的な経験を有しています。

私は昨夏に観光客として横浜に来ました。その大きな目的の一つ

は、横浜市に加わった新しい施設を見るためでした。これは世界的

にも有名です（15）。私は、本当にこれが気に入りました。また文化的、

都市的な価値を加えなければ差別化を示すことができないという

ことを、皆さんがよくご存じだということが分かりました。

文化政策の詳細については時間がないので、割愛させていただ

きますが、私たちは、中間支援組織や芸術や文化の組織に対して４

年間という期間で支援を提供しております。これは、このような機関

にとって重要なことだと知りました。それは、そのような機関として

も市の政府から補助金を４年間にわたって受け取ることができる

と事前に分かるからです。

対象機関に関しては、その４年間についてしっかりとした計画を

作成してもらいます。それはクリエイティブもしくは芸術的にアーテ

ィスティックな観点から何を達成したいのかということ、すなわちク

リエイティブなコンセプトについて明確にしてもらい、同時にビジネ

スモデルも構築してもらいます。例えば、美術館をどのようにして運

営するのか、また芸術空間をどのようにして活用するのかなどにつ

いてです。それに基づいて４年間の補助金を提供します。

これは長期間であるということが重要です。なぜならば、その方

がより良い計画を策定し、作業そのものもよりうまく実施することが

できるからです。１年ごとの補助金に頼らなければならないような

場合、状況は難しくなってしまいます。というのは、いつ補助金が打

ち切られてしまうか分からないからです。

また、特定のプロジェクトに限定されたアート基金もあります。私

は４年間という期間がかなり重要だと思っていますが、それにはま

だ議論の余地があるかもしれません。

ほかにも国レベルでの制度もあります。アーティストのための制

度です。これもなかなかいい制度だと思っております。所得が少な

い、若いアーティストを対象としているのですが、福祉プログラムの

中にある規定が適用されます。これは１０年間において４８カ月の間、

少額の所得援助を国の政府から受け取ることができるというもの

です。そして、アーティストには、その期間も働くことができるという

特典があります。そして、芸術作品からの収入を得ることが認めら

れております。ですから、芸術関連のビジネスを構築するチャンス

が与えられるのです。

調査結果から、多くのアーティストは自らの芸術活動で十分な収

入を得ることができるということが分かりましたが、その状態に達す

るまでには５～７年が必要です。アーティストとして成長するため、

また美術館、ギャラリー、アートの愛好家が、そのアーティストの存

在について知るため、そして、アーティストがその芸術的価値を売り

出すために５～７年かかるということです。その後は自分の力で

やっていってもらうわけです。

さらにこれをより良くするために、私たちはただ単に補助金を与

えるだけではなく、ほかにも研修やワークショップなども開催します。

マーケティングについて、事業計画をどのようにして作るのか、銀

行でどのようにローンの申請をするのかなどです。また少額な文化

ローンという形でこのような企業に投資することも可能です。アー

ティストに対してこのように投資することで、アーティストたちは自

分のクリエイティブ事業を構築していくことができると強く信じてお

ります。

重要なのは、これを長期間にわたって維持することなのです。な

14 15 横浜大さん橋国際客船ターミナル
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ぜならば、彼らはそれだけの時間を必要としているからです。

この写真は私たちの国際的なマーケティングのやり方を示した

例です（16）。「私はアムステルダムです」と書いてあります。このよ

うな写真を使い、アムステルダムの考え方を示そうとしています。

アムステルダムの街のマーケティングはクリエイティビティについ

てである、と訴えています。世界のほかの都市に対して、われわれ

はクリエイティブなのだとメッセージを発信しています。イノベーシ

ョンと、商業的な考え方です。すなわちアーティストから、もしくはク

リエイティビティから収益を上げようとしているのです。

アムステルダムパートナーズでもこれをやっております。官民協

力事業の一例といえましょう。アムステルダムの中間支援組織の

多くも官民事業となっております。

それではまとめです。アムステルダム市のアプローチはある意

味で概念的です。理論やクリエイティビティなどについてよく考え

ますし、また学者とも協力します。何が起こっているのかをより明確

に理解するためです。また同時にかなり実用主義的でもあります。

ですから、私たちの組織が存在しているわけです。チャンスがあれ

ば、チャンスを活かすようにします。地域政策の一環でない場合で

も、いい機会があるのなら、できるだけ活用しようとします。もし必

要なら、その後に政策も変更します。

市の役割は、アートに対してとメディアに対してでは異なっている

のです。かなり違います。担当のスタッフも別です。また、やっている

ことを活性化させる方法も異なっております。またそのパートナー

の文化もかなり違います。アーティストと話すときと、また銀行の頭

取などと話す場合では異なっておりますし、服装も話し方も違いま

す。すべてに対して、フリーサイズのシャツで対応するようなアプ

ローチでは決してありません。

すなわち、創造都市は、さまざまなことを、さまざまな人、さまざま

なタイプの企業に対して、同時に行わなければいけないのです。

またアムステルダムでは政策について考える在り方も考慮しな

ければなりません。よりオープンにする必要があります。これも仕事

の一環です。市の政府をよりクリエイティブに、よりオープンにする

必要があるわけです。

ここからは少しリラックスすることができそうです。ありがとうご

ざいました。

脚注

※１ niche

※２ Richard Florida

※３ ICT : Information and Communication Technology

※４ miffy : Illustrations Dick Bruna

※５ ゴス展 ２００７年１２月２２日～２００８年３月２６日に横浜美術館で開催

※６ BankART1929、BankART NYK

※７ Mapping the City : the title of an exhibition in the Stedelijk Museum at Amsterdam

※８ squat
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こんにちは。エヴァ・デ・クラークと申します。本日はここにおじゃ

まできて、大変光栄に思います。私の方からは、アーティスト自らが

立ち上げたプロジェクトをご紹介させていただきます。

まずは、自己紹介から始めます。私はかつて、オランダでよく知ら

れている、サイト・スペシフィック・シアター（site specific theatre）

であるサイロ・シアター※１ で働いていました。またいろいろなアー

トプロジェクト、アート・イニシアティヴ、国際的な展覧会、展示会な

どにもかかわっており、プロジェクトの資金調達に携わっておりまし

た。また、タレントスカウトの一人で、先ほどロバートからも言及のあ

った、アムステルダム・アート・ファンドに若いアーティストたちの助

成金申請を支援してまいりました。そしてそのプロジェクトがうまく

いくように支援してきました。特に北アムステルダムはほかの地域

とは随分異なっていて、アートの支援について知らない若いアーテ

ィストもたくさんいましたので、そういった支援を行ってきました。そ

れから、アムステルダムのスクワットされた２４のビルの連合会の会

長でもあります。この連合会は９３年に創設され、若いアーティストの

イニシアティブの利害を代弁するものです。これが、これまでの私

の職歴です。

NDSM※２は９９年から創始されたものですが、私はこのプロジェ

クトの創始者で８年間かかわっています。もちろん生計のためにフ

リーランスの仕事もしています。ヒップホップスクールのアドミニスト

レーターを務めています。ヒップホップをまじめなアートとして取り

上げたいという思いで、スクールをやっています。

またエネルギーシステム、すなわち独自のエネルギー会社を

NDSM用に作っています。これはアーティストが設計したもので、後

ほど説明しますけれども、自治自立の精神に合ったものです。そし

てエネルギーを供給し、また利益も得ています。

私自身は、ボトムアップによる都市再生の信奉者でありまして、

その推進者でもあります。ある地域においてこれは都市再生の成

功の鍵だと考えています。

私はこれまで、さまざまなプロジェクト、そしてヨーロッパにおいて

もいろいろな展覧会に携わりましたし、またNDSMも難しいプロジェ

クトですが、ショーン・コネリーが演じるジェームス・ボンドが映画で

言っている、「不可能だが実行できないことはない」をモットーにし

ております。

私たちの有名なアートビルの背景についてお話ししたいと思いま

す。１９８０年代から１９９５年まで経済低迷期が続いていました。アムス

テルダムには、伝統として、またイメージとしても非常に寛容である

し、またオープンマインドだという気風があふれていて、世界中から

旅行客がやってきていましたが、経済低迷期に入り、空きビルが多

くなりました。アーティストは住み着く場所を求めていました。空き家

になったビル、例えばIJ川沿いには、廃校になった学校や古い工場

跡などがたくさん存在していたので、多くのアーティストがそこに住

み着きました。１９９５年には、スクワットされたビルに１０００人以上の

アーティストが住んでいました。そして彼らのビルが、私どもの連合

会のメンバーになっています。こういったスクワットされたビルには

アートシーンでも大きな注目が集まっていました。外国の雑誌など

でも、常に「オランダ・アバンギャルド」といわれていました。スクワッ

ティングということですので、ルールがなくて、オープンな形で実験

的なアートフォームを試みていました。

当時、アムステルダム市はスクワッティングについては寛容だっ

たと思います。当時空きビルの多くを犯罪人、ギャング、マフィアな

どが専有していたということから（そういうものから空ビルを守ると

いう点からも）、１年以上空きビルになっていて、それを証明できれ

ばスクワッティングが認容されるという、少しおかしいですけれど

も、そのような規定がありました。土地の投機を防止することにつな

がりましたし、また、荒廃した都心部でも魅力に乏しい地域でも、良

いレストランやまた子供のための施設ができてくるということで、近

隣の活性化にもつながりますので、近隣の人たちもアーティストが

こういった形で占拠することを容認し、満足していました。

これらがアムステルダムのスクワットされたビルの幾つかの例

です（01）。

プレゼンテーション「オランダにおける芸術文化再生プログラムの実践」

エヴァ・デ・クラーク（オランダ）

NDSMWharf クリエイティブ・プロジェクト・ディベロッパー

01 02



27

突然、９０年代後半に急速な変化が起こりました。IJ川流域にスク

ワットされたビルがあったわけですけれども、アムステルダム市が

それらを再開発して、多くの資金を投じ、また多くの会社が関与した

形で、高級市場開発を意図するようになりました。そして市がこのIJ

川流域の土地を売却し始めました。アーティストが利用していたビ

ルが建っていた所です。アーティストが、利用していた古い港湾ビ

ルから退去させられたり、あるいは解体させられたりしました。９８年

には自治運営されていた１７のアートビルからアーティストが７００人

退去させられました。そして、とにかく退去しろと脅され、その多くが

ロッテルダム、ベルリンへと移っていきました。アムステルダムのこ

ういった文化的な風潮には国際的な批判が高まってきました。国際

的にも著名な作家などもアムステルダムにやってきて、アムステル

ダム市は、高級市場を重視するあまり文化的なビジョンがない、と

てもきれいにはなっているが、アートを生み出すのではなく使い尽

くそうとしていると批判するようになりました。そして、アムステルダ

ム市自ら、その魅力を失い、寛容でクリエイティブなイメージを失っ

ていきました。またアムステルダム市は非常に人口も過密ですので、

スペースの確保が難しくなってきました。数少なく残されていたス

ペースも脅威にさらされるようになりました。

それで、こういった抗議を行うようになりました（02）。これは、わ

れわれが抗議のために行ったポスターキャンペーンの一例です。

鉄道の駅や空港で、「アムステルダムはもう退屈になってしまった。

クリーンになってしまったので、もう来ないでください」というメッ

セージを出しました。非常に抗議をたくさん行い、メディアや、また

報道関係者の注目も集めるようになりました。その結果として、市

議会もまともに取り合うようになりました。そしてシティホールでの

公聴会を開催するにこぎ着けました。抗議をしていたのはわれわれ

だけではなく、もっと制度化され体制化されたアート団体なども、ア

ムステルダムの文化的な政策によってクリエイティブな風潮が脅

威にさらされていると感じるようになっていました。

その時点で市議会が、ブリーディング・スペース・ファンドを立ち

上げました。これは、アーティストに手ごろな値段でワーキングス

ペースを提供するためのものです。アーティストは収入があったり、

なかったり、ワーキングスペースを確保するのが非常に困難です。

ですので、市の方は４年間の予算を付けて、アーティストやアート・

イニシアティヴのために、マーケットからビルを取り戻して、アーテ

ィストが利用できるような形にしました。

それと同時に、アーティスト自らが、有名な建築家あるいはアドバ

イザー、住宅会社と共に代替的な都市開発計画を作りました。自分

たち自身で、どのようにして開発していくかという計画です。今まで

はトップダウンの手法が採用されていたのですが、活気のある都市

を作るためにはエンドユーザーこそがオーナーシップを持って、そ

こに生活する人たちが重要な役割を果たすべきだという理念に基

づいています。この都市開発計画は、全体としての都市（Stad als

Casco）という意味で、日本語にしやすくするためにCity of Stand-

ing Walls（しっかりとした基本構造体を持つ都市）と名付けました。

これに関する本も著しましたし、また多くの支援も得るようになりま

した。

その理念についてご説明しますと、エンドユーザーが主導する開

発である、ということです。責任を共有し、まさに自分たち自身が

オーナーであり、どのように建物あるいは地域、街路を設計するか

という意思決定に参画する、そして、ただ単に発言するだけではな

く、積極的にプロジェクトに参画する、また金銭的にも参画すること

によって開発からの利益もきちんと享受するようにするという形で

す。

開発におけるエンドユーザーの重要な役割、すなわちNDSMの

場合はそれがアーティスト集団でしたので、彼らが重要な役割を果

たすということになりました。開発の責任を取り、ビルに資金を出す

のであれば、その設計についても自由にできる。そしてエンドユー

ザーがこのビルの利用、また建物の組織、メンテナンスに責任を持

つということが重要です。そうしないとただ単に消費するだけにな

ってしまいます。

多くのアーティストたちが退去されられたのですけれども、われ

われはKinetic Northという自分たち自身の団体を形成し、アムス

テルダム北部の放棄された造船所、NDSMWharfに移動しました。

この赤いスポットがアムステルダム北部で、黄色いスポットが鉄道

の中央駅を示しています（03）。

こちらに何枚か写真があります（04）。左の端の所にある、この建

物が見えますか。これがまさに私の出身地です。サイロ・グレイン

（Silo Grain）の工場で、非常に有名だったのですが、ここから完全

に人 は々退去させられ、高級住宅化して退屈なものになってしまい

ました。いやいや、そうは言わずに、すっかり変わってしまったと言う

03 04
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べきかもしれません。

NDSMに惹かれたのは、以前site specific theatreで仕事をして

いたときに、まさにこの場所こそが多くのシアターパフォーマンスを

行った所だったということです。site specific theatreというのは、ま

さにその場で、そのときに、演劇をするというものです。壁などのな

い、屋外でまさにそのサイトでパフォーマンスをする、とても人気の

ある手法です。テキストなしのビジュアルなもので、いろいろなアー

ティストが協力するというもので、まさにこの場所がうってつけでし

た。

こちらが造船所で、大きな船が造られていた所です（05）。NDSM

Wharfでは、造船業自体は１９８４年に停止されて以降、使われずに放

棄されたままになっていて、荒廃していました。もうひどい状況でし

た。

これは冬の様子です（06）。長い間、雪があります。

NDSMWharfの建物は北アムステルダムのローカル・シティ・カ

ウンシルの所有になっています。アムステルダムにはカウンシルが

幾つかあります。中央にはシティカウンシルがあって、その他東西

南北に地域別のカウンシルがあります。NDSMが属している北アム

ステルダムのローカルカウンシルは、Kinetic Northのアーティスト

たちが一時的にその敷地を使い、借りるということを認めました。も

ちろん賃料は払います。

NDSMの倉庫は惨たんたる状態で、天井はもはや天井ではなく、

長年メンテされておらず、その損害額は５００万ユーロ、日本円では

私の古い計算機で計算したのですけれども、およそ６億７０００万円

相当でした※３。ローカルカウンシルは、このNDSM倉庫に投資する

という意向は全くなくて、一時的にアーティストに使わせてもいいで

はないか、５～６年たったら解体して、まともな高級市場向けに開

発をしようとしていました。そのためにも、アーティストが入っていれ

ば、この地域の事業誘致にもいいだろうと考えていました。

しかし、われわれは建物のオーナーとして、あまりにも状態がひど

く、そのままでは使えないので、スタジオ用のフロアやインフラを整

備するという計画を作りました。それがすなわちCity of Standing

Wallsの理念です。

ドアが開いています。これが、以前の様子です。われわれが入っ

てきたときの状況です（07）（08）。

そして、われわれはプロジェクトのプラン策定に着手しました。ど

のように組織を編成するか。みんなアーティストだったのですけれ

ども、頭の切れる人もいて、このプロジェクトを三つの個別の部門に

分けました。そもそも４０人くらいのアーティストがここに移ってきま

した。それぞれ得手不得手があり、関心事も一様に同じということ

ではなかったので、三つの部門に分け、それぞれで企画を行いまし

た。

まず一つ目が、改装とそのためのファイナンシングで、これを開

発（Development）と呼びました。

05 06
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そして二つ目ですけれども、どう訳してよいのかよく分からなか

ったので、開拓（Exploitation）という言葉を使ったのですが、賃貸

し、メンテナンスし、ごみの処理といったような利用の側面です。

それから当然のことながらアーティストですので、企画

（Programming）：文化活動として一般の人 に々作品を展示し、収

益を得たいと思いました。

こういった三つの事業計画を策定し、改装をしている間にも既に

その利用を始める、もっとアーティストを誘致し、賃料を稼ごうとい

うことを考えました。そして自分たち自身でこのスペースを貸し出

すことによって利益を得よう、フェスティバルあるいはその他の活

動もやっていこうと考えました。こういったことを同時に行うという

のは珍しいことだと思います。

建築のプロセスなのですけれども、先ほどお話ししました、基本

構造のある都市という理念で設計を始める前に、まずは入居しても

らうことが大事だと考えました。そもそもはじめに４０人のアーティス

トありきということで、その後ほかのアーティストを誘い、そして選抜

しました。

選抜基準としては、実験的なアーティストであり、収入が少なく、

政府からの制度的な支援は受けていない。また、あるアートシーン

で活躍しているプロフェッショナルであるということが基準になりま

した。アーティストがアーティスト自身を選んだのです。エンドユー

ザーとして、パートナーを求めるような形です。

申し込みは非常に多く、そのうち１０％のみが選定されました。で

すので、このプロジェクトへの参加意欲は非常に高かったといえる

と思います。例えば、画家、イラストレーター、ウェブデザイナー、グ

ラフィックデザイナー、工芸家、写真家、劇団員など、さまざまな分

野のアーティストから申し込みがありました。

いったん入居してから、キャラバンを立て、テントを立て、倉庫の

中でキャンプをしているようなものだったのですけれども、組織づ

くりにかかりました。そして哲学者、建築家とのデザインワークショッ

プを開催しました。

そして、改装計画が全部まとまったところで、助成金を申請しまし

た。ブリーディング・プレース・ファンドは先ほど言及しましたけれど

も、それがこの助成金を申請できる先だったのです。そして改装の

ための助成金を申請できました。

自分たち自身で投資するということも重要でしたので、融資を得

るためにCultural Bank loan、また、Culture loanといったようなも

のを活用しました。そして建築家を採用し、その改装に着手しました。

プロセスが始まって、そもそもが、どんな状況だったかということ

なのですけれども、バスがあって、テントがあって、ワーキングス

ペースを作って、これは実際設計や助成金申請の前です。みんな

がみんな自分たちのスペースに対しては自分たちで支払って、とい

う形でした。

こちらは（09）、その後、どのように建築家と共に建物を設計して

いったかということです。大きな倉庫で２万平米あります。

こちらがフリーゾーン、こちらがアートビレッジ、こちら側にはイー

ストウィングがあります。それでシアターワーキングスペース、若い

人たちがワークショップをできるような所があって、プロジェクトに

も若い人が随分参加しています。スケーター、ヒップホップミュージ

シャン、そういった独自のスペースが必要な人たちのためのスペー

ス。後ろ側にはパブリックスペース、ギャラリー、レストラン、シア

ター、フィルムハウスなどがあります。非常にすてきなことです。

とても汚れていて土壌も汚染されていたので、とにかくすべて改

装を新たにすることが必要でした。どのくらいの助成金を得たかと

いうことについては後ほどお話ししますけれども、ブリーディング・

プレース・ファンドということで、先ほどロバートからも話がありまし

たように、この建物の改装のための助成金を出してもらいました。フ

ァンドの目的が手ごろなワーキングスペースの提供だったので、

アーティストに対してではなく建物に対する助成だったことが重要

です。

09
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建物の基本構造がこの写真で見えます（10）（11）。この構造体の

中で２００人のアーティストたちに、自分のスペースを作ることを呼び

掛けました。プロジェクトへの参加を呼び掛けたのです。個人で投

資する代わりに家賃はかなり低いです。

ここでは、作っているその過程が見えます（12）。規則も作りまし

た。一人のアーティストは最大でも１００�までしか使えないとか、ま

た壁を作る際は、隣人と話し合って決めるとかです。

アーティストはあまりお金を持っておりません。でも協力すること

で何とかなっているのです。アーティストとしてやっていくことはと

ても難しく、作品を売るのも容易ではありません。ですから小規模

のビジネスから成る小さな経済圏みたいなものを作ったのです。協

力し合い、お互いに仕事を与え合い、共にプロジェクトなどを準備し、

収入を得る。これはうまくいっています。古いスクワットされたビル

での経験があるのですが、特に８０年代の不況のときなどがそうだ

ったのですけれども、９０％のアーティストは失業していました。それ

から１０年もしくは１５年たって失業中のアーティストはたった一人で

した。相互関係から、多くのメリットを受けることができたのです。

これは、市議会に伝えた重要なメッセージの一つです。大きな経

済効果があるのだと。アーティストや福祉の分野での効果は小規

模かもしれませんけれども。

ここでの作業がいかに大規模で、いかに複雑であったかを理解

していただくためにまとめたスライド（13）で、さまざまなプロジェクト

がここでは書き出されております。とてもわくわくするものもありま

した。

建築という面で最も大きなプロジェクトはインフラの部分でした。

とても大きく、画期的なプロジェクトであり、また持続性にも投資す

る目的で、良好な持続可能なエネルギーシステムを求めました。ま

た私たちは社会性を持ったアーティストの集まりですので、クリーン

な環境も求めました。われわれが導入したクリーンで持続可能なエ

ネルギーシステムは、国の政府からも表彰されました。倉庫の暖房

についても、画期的な方法を活用しています。

東ウィングには、１２の大きな舞台の作業場と、一つの大きな国際

舞台の作業場があります。海外からのアーティストや劇団を招き、

３カ月ほど滞在してもらって、一緒にパフォーマンスなどに取り組

むために使っています。

アートシティは、先ほど構造体の写真をお見せしましたが、８０ほど

のアトリエやスタジオがあります。フリーゾーンというものもあります。

ここでは構造物がないので、アーティストが一から作業場を作る必

要があります。スケートパークもあります。

北ウィングも先ほどお見せしましたが、ここにパブリックスペース

を作る予定になっております。まだできていないのですが、外から

人が来ることができるようなスペースを考えています。アウトドアレ

ストランもあります。臨時スタジオでは、室内での建設作業をやって

いるときに屋外に行く必要があったので、屋外に臨時スタジオを作

りました。

スケートパークの下の空間は興味深いプロジェクトで、私も今、若

者をコーチしております。アムステルダムノースではヒップホップが

12 13
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盛んです。貧困地域で、さまざまな文化が混じり合っています。ここ

でヒップホップが開花しているわけです。これは若者たちがコミュ

ニケーションを取るとてもいい方法です。ラップやDJやブレークダ

ンスなど、とてもパワーがあります。ベルリンと比べても、ヒップホッ

プが盛んなのは北の方です。

今私たちは、街で若者にどうやったら自分のビジネスを設立でき

るかなどを教えています。これは新しいプロジェクトの一つになりま

す。

これは、フリーゾーンの一例です（14）。アーティストが自分のス

ペースを自分で作りました。作っている過程において、このアーティ

ストは、自分の作品やほかの人の作品を展示しました。

これが私のスタジオです（15）。まだこの段階では作り始めたとこ

ろです。残念なことに、完成したスタジオの写真がありませんでした。

私は街の中の街ということで、三つのコンテナを使っていまして、こ

こで作業をしています。だんだんと出来上がってきているのが分か

ると思います。色も塗り始めています。

ここは１階ですが（16）、その上の２階の部分にも、もう一つスタ

ジオの層を加えることができます。興味深いですね。全部自分たち

でやったのですよ。通路などについてもいろいろと考えました。まさ

に都市計画です。

この通路は一つの出入り口と別の出入り口をつなぐもので、倉庫

の外の通りにつながります（17）。都市計画の専門家なども交えて、

かなり考えて作っていきました。ワークショップにも加わってもらっ

たのです。一緒に作業するのは本当にいいということが分かります。

これがスケートパークです（18）。これは国ではなく、地方自治体

でもなく、市の政府からの支援を受けました。青年省の支援でした。

これは、あるとても有名なスケートパークで、スクワットされたビル

の中にあったのですけれども、そのビルは解体されてしまいました。

アムステルダムではほかの都市のように、インドアのスケートパー

クがありませんでした。これは、市民や若者がイニシアティブを取っ

て、このようなものが提供されるべきだと政治意識を植え付けた、

とてもいい例だと思います。

これらのランプなどは全部、若者たちが作ったものです。今やと

ても有名なスケートパークになりました。

これはアウトドアレストランです（19）。生活保護を受けていた失

業中の母親が二人いたのですが、この人たちは代替資材、廃棄物

などを使って建物を造る技能を持っていたので、彼女たちにビジネ

スをやってみたらどうかとスペースを提供しました。彼女たちがこ

の建物を造ったのです。

低所得者に対して、高収益の市場開発ではないような場所を提

供することができるようにしています。そうすることによって若者や

ビジネスを始めたいと思っている人たちがその機会を得ることが
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できるように今取り組んでいるのです。これはそのいい例だと思い

ます。

これが私たちが設立している持続可能なエネルギーの会社です

（20）。倉庫の中にはヒートポンプが導入されています。植物油を使

う発電機も倉庫内で使っております。

この写真はフォトショップで作ったものですが、実をいうとクレー

ンに風力発電機を付ける許可をつい先日受けることができました。

発電した電気でヒートポンプを使ったり、倉庫内でエネルギーを供

給することができるようになります。

こういうものはすべて、アーティストやエンジニアによって設計さ

れているのです。私たちは、アーティストだけではありません。職人

であったり、エンジニアであったり、特殊技能を持っていたり、みん

なこのようなプロジェクトに参加してくれるのです。これはこういう

人たちの集まりだからこそできたのです。民間市民のイニシアティ

ブのいい例です。

これは燃料ステーションです（21）。１日２４時間、車にバイオ燃料

を入れたり、電気供給をしたりすることができます。この後ろの方で

すけれども、ここは人が新しいエネルギーを得ることができるよう

なスペースです。瞑想の場でもあります。燃料の供給とともに音が

流れるようになっておりますので、リラックスしながら景色を楽しめ

ます。これをデザインしたのも私たちのところにいる二人のアーテ

ィストでした。

これは資金調達の例を示したものです（22）。複数の資金提供機

関などに助成金を申し込みました。主な後援機関は、スケートパー

クの建設資金を提供してくれたアムステルダム市の青年省や、ま

たインフラや構造体の資金を提供してくれたブリーディングスペー

ス基金、そしてわれわれにオランダで最も革新的なプロジェクトと

して賞金を提供してくれた国の政府です。とても複雑なプロジェク

トで、全く新しい試みだったということもあって、賞金を得ることが

できました。

私たち独自の投資額も、２００人のアーティストで現在では５億

３６００万円になります。これらの投資以外に、アーティストは年間総額

で約６７００万円の賃料を払っております。ただ、まだ全体の５０％しか

開発されていませんので、今後アーティストの数が増えるとアーテ

ィストによる資金貢献もより多くなっていきます。

文化活動の例を、幾つかお見せしたいと思います。Over IJ

Festivalという、site specific theatre型のオランダ特有の演劇が

あります。

またRobodock Festivalというものもあります。世界中から６００人

のアーティストを招いて開催する、アートとテクノロジーのフェステ

ィバルです。アーティストたちは現場にテントなどを張り、キャンプ

をしながら、フェスティバルの作業を行います。そして１週間にわた

り見事なパフォーマンスや火などを使った豪華な舞台なども楽しむ

ことができるようになっております。これはとても有名なお祭りです。

Test-Portalはとても試験的なマルチメディア・ビデオ・アーティ
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スト・フェスティバルで、これも国際的な試みです。３年に１回しか

開催することができませんが、質はとても高いです。ただ、見に来る

人はさほど多くありません。でも人が来なくても、重要なことに変わ

りはありません。

NDSM Underseasは、私が今、若者を教えているプロジェクトで、

ノースの方に幾つかヒップホップフェスティバルを開催しています

し、隣人の住民を対象に、のみの市や闇市も開催しております。また

１年に１～２回すべてのスタジオを公開して、一般市民の方には

オープンスタジオをやっておりますし、商業目的のイベントも開催

しております。

それから、MTVやClub Filthのパーティもやっております。Club

Filthはとてもアバンギャルドな商業目的のお祭りです。ほかにも展

示会やコンサートなども開催しておりまして、これらの文化活動をや

ることで、多くの人を引き付けます。１年間で２５万人のビジターが

来るのです。

この子は日本人でホッピーちゃんです（23）※３。２００５年に開催し

たTest-Portalのmanifestationに来てくれました。

オペラ公演もやっております。隣に使っていない大きな倉庫があ

り、それを使うことができますので、ここでクラシックコンサートや、

オペラ公演をやっております。

私たちがここを興味深い場所にしたわけですが、今、大手企業が

入り込んできました。アムステルダム市も国の政府も私たちを支援

してくれていますが、ローカルカウンシルが、NDSMの倉庫を事業

会社に売却しようとしているのです。私たちはこれにとてもショック

を受けました。たくさんのものをここで作り出してきたからです。

従って、私たちはパートナーを探し、倉庫を私たちで買い取ろうと

しております。パートナーを見つけることができましたので、多分成

功すると思います。住宅協会とのパートナーシップで、この４月１

日に共に契約にサインします。しかし住宅協会は私たちに、２年の

間にほかのパートナーなどを探し、私たちだけで買い取ることを求

めています。住宅協会の保有している部分はその時点で、私たちに

売却することになります。ですから、この倉庫の所有形態は常に非

営利目的となり、公共の場であり続けます。

それでは、ここで短いビデオをお見せしたいと思います。

ビデオ上映「No－land」※４

脚注

※１ Silo Theatre http://silotheater.panvilla.com/

※２ NDSMWarf http://www.ndsm.nl/

※３ ３／１１現在、１ユーロ≒１５７円として７億８５００万円相当

※４ 日本のポップバンド「キリロラ」のボーカリスト：ホッピー神山 http://www.kirilola.com/

※５ Patricia de Ruijter 「No-Land」
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今、ビデオがずっと流れていましたので、クリエイティブシティの

概要については既に皆さんにご紹介しているかと思っております。

時間がありませんので、そういう意味で、ごく簡単にご説明させて

いただきたいと思います。

先ほどのビデオにもあったかもしれませんが、クリエイティブシ

ティ・ヨコハマの目標ということで、ここにありますように、当たり前

のことかもしれませんが、アーティスト、クリエイターが住みたくなる

創造環境の実現や創造産業集積による経済の活性化、魅力ある地

域資源の活用、市民が主導する文化芸術創造都市づくりというよ

うなことを目標に掲げまして、大体４年前から本格的にクリエイテ

ィブシティ・ヨコハマという施策を始めています。

このエリアですが（01）、まず六つのエリアに分かれております。

山下ふ頭は、もともと倉庫が連担してある所です。その倉庫は昭和

３０年代ぐらいに造られた一般的な倉庫で、コンテナ時代になって、

港としての機能はほぼ終えております。ただし、今は中国の北京オリ

ンピックや上海万博などで海運の景気が非常に良くなっておりまし

て、まだまだこのふ頭は使われており、むしろ船が接岸するというよ

りは、陸送でいろいろな所に運ばれる一時保管場所として機能して

おりまして、なかなか転換が進んでいません。先ほどのアムステル

ダムの中でいろいろな倉庫を改装していろいろなことに使われて

いるわけですが、われわれとしてもそういう形で転換ができないか

ということで検討しています。

次の象の鼻・大さん橋地区ですが、ここを大さん橋・日本大通り

地区と呼んでおります。象の鼻の所は横浜港の発祥の地で、象の鼻

の再整備を開港１５０周年の目玉の事業として今一生懸命している

ところです。そこから日本大通り、ZAIMというのがありますが、そこ

にかけて日本大通りを整備しておりまして、日本大通りの横浜公園

側から港までのビスタを確保しようということをしております。

次の新港・馬車道と書いてありますが、このエリアについては、東

京藝術大学やBankART NYK、BankART1929など、いろいろ私ど

もが誘致したり作ったりした施設が集中しているところです。

みなとみらい２１クイーン軸は、みなとみらいの中で最初に開発が

スタートした所で、ほぼ出来上がっているエリアです。この中でのに

ぎわいづくりをしています。

みなとみらい２１キング軸については、これからの開発ですが、こ

れの突端にあります２０街区を映像文化の拠点と位置付けておりま

して、この軸線の開発をしております。

それから、ヨコハマポートサイドはほとんど開発が終わったところ

です。この中にも文化拠点を作れないかということで、まだ空いた

土地がありまして、そこを検討している状況です。

それに加えまして、上の方にありますが、桜木町・野毛エリアとい

うことで、桜木町の駅や野毛から黄金町という少し離れた所ですが、

そこの一帯を桜木町・野毛エリアということで、ここはこの赤字で書

いてあるところとはまた別に、日本大通りや馬車道に加えて、桜木

町・野毛エリアということで、急な坂スタジオや、桜木町の駅舎の隣

にあります創造空間９００１という施設がありますが、こういうものを

整備しているのが現状です。

それらの地図を今見てもらったわけですが、それを政策別に分

けると、この五つの政策になります。ナショナルアートパーク構想、

創造界隈、映像文化都市、横浜トリエンナーレ、創造の担い手育成

という五つです。

まず、ナショナルアートパーク構想についてですが、これは国立

公園を造るわけではなく、ナショナルというのは、このプロジェクト

を大きな国家的なプロジェクトぐらいに評価してもらいたいという

意味で付けておりまして、アートによるまちづくりを目指しています。

その中で、これは最近われわれがやろうとしていることをご紹介

するのですが、中央に小さい丸で企業、各種団体、行政と書いてあ

ります。この３者が協働で創造都市横浜推進協議会というものを

作りました。これは、横浜のナショナルアートパークのエリアのまち

づくりを、行政だけではなくて民間の方と一緒にやっていこうという

ことです。それを支えるということで、左にあります企業ネットワーク

を２月早 に々立ち上げました。これは企業の中でも文化や芸術活

動の支援に積極的な横浜市内でいろいろな活動をしている企業に

お集まりいただき、企業連携をしております。また、右側には行政と

あります。この企業、協議会、行政の３者が協力し合って、ナショナ

ルアートパークエリアの文化事業、産業の育成をしていこうというこ

とです。

次の創造界隈ですが、これはBankART NYKが代表するような

アーティストの芸術活動を支援していくエリアとしていこうというこ

とです。先ほど言いましたように日本大通り、馬車道、桜木町・野毛

地区それぞれに施設を配置して、その中でNPOを中心にアーティ

ストの支援活動をしております。

その中で今年度始めた新しい試みの一つとしまして、アーツコミ

ッション・ヨコハマというものを作っています。われわれはよくフィル

ムコミッションという活動を聞きますが、フィルムコミッションという

のは、ワンストップで映画づくりを支援する組織です。われわれは、

プレゼンテーション「横浜市におけるクリエイティブシティの取組」

川口良一（横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部長）

クリエイティブシティ・ヨコハマ・マップ

01
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アーツコミッションということで、ワンストップでアーティスト、市民の

方々の支援をする相談窓口、いろいろなものを紹介する窓口、育成

のお手伝いをしていこうという中間支援組織を作りました。

映像文化都市につきましては、藝大を代表するような研究施設、

教育機関、映像産業を集積しようということで、ここにありますよう

に、イベントとしては「ヨコハマEIZONE」などの最先端の映像発信、

いろいろな映画祭の支援、藝大の誘致などをしております。藝大に

ついては、既に映画専攻科とメディア映像専攻科が開設されてい

て、今年４月に、これも国立の大学では初めてになりますが、アニ

メーションの専攻科を開設することになっております。その三つの

コースができることによって、映像研究科の体系が出来上がるとい

う形になります。

横浜トリエンナーレですが、これは、左側が２００１年、中央と右側が

２００５年の絵ですが、日本最大のコンテンポラリーアートの美術展と

いうことで、これはかなり海外に創造都市を宣伝する一つの大きな

手段になっています。今回は３回目ですが、２００８年９月１３日～１１月

３０日に、新港地区の３カ所の会場で行う予定です。そのほかにも関

連のイベントを数多くやっていきたいと思っております。横浜トリエ

ンナーレの特徴は、やはり市民と一体でこのトリエンナーレを作り上

げていくということで、常設の事務所もサポートの事務所も持って

おりまして、そういう中でサポーターと一緒にトリエンナーレを作っ

ていくという活動を既に始めています。

あとは創造の担い手育成ということで、横浜市として若手のアー

ティスト、それから学校などの教育機関へのアーティストの派遣と

いったことを通じて、いろいろな意味で、文化、芸術に直接触れても

らう。そういうことを通じて、若手のアーティストや子供たちの音楽

や美術に対するいろいろな支援をしております。その中では、今回

の創造都市交流、こういうところでも中間支援団体の支援もやって

おりますし、横浜オペラ未来プロジェクトと書いてありますが、ここで

は、若手の歌手とオーケストラのメンバーを選び、発表の機会を与

えるという形にしています。それから、横浜音楽空間では、ストリート

ミュージシャンの支援という意味で、発表の場を提供しています。

創造都市交流には、ここにありますように、２００６年に、先ほど司会

の藁谷さんからありましたが、ロンドン、シンガポール、そして２００５

年にはEUの各国との交流といったことをしています。こういう形で、

簡単ですが、創造都市ということでここにありますように五つのプ

ロジェクトを進めているのが横浜市の現状です。以上です。ありが

とうございました。
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（菅野）それでは、これから１時間しかありませんので、早速パネル

・ディスカッションに入りたいと思います。実は２００３年に私たちはア

ムステルダムを訪問したことがあります。市の西側の方にウェス

ターガスパブリックという英国の元ガス工場があり、再開の途中だ

ったのですが、そこを会場に"Creativity and the City"というテー

マの国際会議が開かれ、参加したのです。そのとき、チャールズ・ラ

ンドリーやリチャード・フロリダ、先ほどロバートさんのお話にも出て

きましたが、そういう方 と々世界中で創造都市になろうとして取り組

んでおられる方々が１００名以上集まって非常に熱いディスカッショ

ンを交わしたことがあります。それ以降、アムステルダム市でも、創

造都市に積極的に取り組まれてきたのだと思います。アムステルダ

ム市だけでなく、オランダ全体においても、会議の波及効果は非常

に大きかったのではないかと思われます。ここにおられる後藤先生

も一緒に会議に参加されていたのですが、私たち日本からの参加

者にとっても非常に刺激的な国際会議になりました。

こういった動きがオランダの中であり、また、オランダという国が、

アイデアと知恵を使って、モノを作るという製造業だけではない産

業を作ってこなければならなかったという歴史を踏まえて、創造産

業振興政策が今推進されているのではないかと思います。

川口部長から横浜の事例をいただきましたので、エヴァさん、ロ

バートさんには、短い横浜滞在の間、積極的にいろいろな団体の

方 と々会っておられると思いますのでそれぞれ簡潔にコメントなり

感想をいただければと思います。

では、ロバートさんからお願いいたします。

（マライニセン）私は、夏にツーリストとして一日こちらにおじゃまし

ました。普通の観光客がするように中華街に行ったりして、非常に

気に入りました。大さん橋の国際客船ターミナルに行きまして、世界

でも最も素晴らしいものの一つだと思いました。それから本当の横

浜を今回３日間で見せていただいています。まさにふるさとのよう

な感じがしています。人々が非常に親切にしてくださいますし、日本

人の方のお名前をすべて覚えるのは難しいので不可能なのです

が、レストランの人たちも親切でした。

私の印象ですが、プロジェクトは多かれ少なかれアムステルダ

ムでやろうとしていることと似通っていると思います。戦略、目標、

そしてアートスペース。アムステルダムには横浜ほど良いアートス

ペースはないのですが、同じことをアムステルダムでもやっていき

たいと思います。手掛けていきたいと思いますが、３日間でどのよう

にして皆さんがこういうことをやっていらっしゃるのかを理解する

のは難しいので、適切な目標を掲げていらっしゃることは理解でき

たのですが、実際にどのように実施していらっしゃるのかを知りた

いと思います。同じことを違ったやり方でやっているのだと思います。

戦略の成否は、そのやり方が決めると思いますので、実際にやり方

についてもっと知りたいと思っています。それが良いきっかけになる

と思います。

（菅野）ありがとうございます。次に、エヴァさん、お願いします。

（デ・クラーク）私も本当にわくわくする時間を横浜で過ごすことが

できました。そして、市がアートスペースなどにすごく力を入れてい

ることを素晴らしいと思いました。アムステルダムでは、ロバートさ

んが言いましたように、展示用の場所はあまりたくさんありません。

ただ、街にとってこれは本当に重要なものなので、こういうものも見

ることができて本当にわくわくしました。市がこれを可能にしている

ことが本当に素晴らしいと思いました。幾つかのプロジェクトを横浜

で見に行ったのですが、一つ一つ本当にユニークなものでしたが、

二つに関してとても感銘を受けましたので、それを述べたいと思い

ます。

一つはFunnybeeによる寿町におけるプロジェクトと二つ目が黄

金町のプロジェクトです。私は、本当に両方の地域にアーティストと

して暮らすことが想像できます。その地域、それから提供されてい

るスペースは、本当に私にとって魅力的なものでした。ここでパイオ

ニアとしていろいろなことをやっていきたい、いろんな人と会ってみ

たいと感じました。アムステルダムは本当にスペースに限りがあり

ますので、本当に横浜に引っ越してきたいと思うほどでした。

（菅野）ぜひ横浜にも何度も何度も来ていただきたいと思います。居

を移していただいても、横浜の方は皆さん多分ウェルカムだと思い

ます。

次に、オランダでも研究をされ、ランドリーの『創造的都市』を訳

された後藤先生に、日本とオランダの事例を両方ご存じですので、

それの比較あるいはコメントをお願いしたいと思います。

（後藤）私は、今日ここにいらっしゃる皆さんには大変ご恩がありま

す。と申しますのは、まず、先ほど菅野さんがおっしゃいましたが、

２００３年にCreativity and the Cityという国際会議がアムステルダ

ムであったときに、まず参加させていただきました。その後、２００４～

２００５年にかけて、エラスムス大学ロッテルダムに、研究の目的で客

パネル・ディスカッション「オランダ・モデルに学ぶ日本モデルの構築」

パネリスト

・ロバート・マライニセン（CCAA プログラム・マネジャー）

・エヴァ・デ・クラーク（NDSMWharf クリエイティブ・プロジェクト・ディベロッパー）

・後藤和子（埼玉大学教授）

・川口良一（横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部長）

モデレーター：菅野幸子（国際交流基金）
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員教授として滞在したのです。そのときに国際交流基金のフェロー

シップとして滞在させていただいたということで、国際交流基金に

もご恩があります。

そのときに、２００４年４月の終わりか５月の初めだったと思うので

すが、イギリスのブライトンでクリエイティブクラスターという会議

があったときに、ロバートさんに初めてお目にかかって、その後何度

かアムステルダムのクリエイティブシティの政策についてインタビ

ューさせていただいたことがあります。

お隣にいらっしゃるエヴァさんの所にも何度も私は見に行ったの

ですが、エヴァさんは大変お忙しくて一度もお目にかかれなかった

のですが、２００３年ぐらいからずっと、経過を何度か見せていただい

ています。

オランダのプレゼンテーションと横浜のプレゼンテーションを聞

かれて、皆さん、非常に違う、びっくりされたというか、すごく違うな

という印象を持たれた方もいらっしゃると思うのですが、何がそん

なに違うか、私が感じているところをお話しして、最初は問題提起

をさせていただければと思います。

まず、ロバートさんがオランダのメンタリティは非常に自由でオー

プンだとおっしゃいました。やはりそこからスタートされているので

すよね。クリエイティブシティがどのようにクリエイティブになるか

というときに、オランダというのはとても自由でオープンなメンタリ

ティを持っているから、そこからスタートしてクリエイティブになろう

という発想、つまりものすごくコンセプチュアルなところから発想さ

れてスタートしていると思うのです。

日本の場合は、まずそこがなくて、どうしたらいいかというような

ところで、そこから始まってしまうのです。そこで、川口さんにお聞き

したいのですが、横浜のメンタリティをどのようにとらえていらして、

どういうクリエイティブな都市になろうとしていらっしゃるかという

のを後で教えていただければと思います。

それから横浜に３日間滞在して、黄金町などは非常にエキサイ

ティングだったとエヴァさんはおっしゃっていますが、横浜のメンタ

リティをどのようにお二人がお感じになったかお聞かせ願えると、

その見方の違いが分かって面白いかなというのが第一点です。

もう一つは、エヴァさんのプレゼンで非常に印象的だったのは、

アーティストのイニシアティブということをおっしゃって、２００人もの

アーティストを集めて、ものすごいイニシアティブを発揮して造船

所を全部作り替えてしまうという大プロジェクトをやっていらっしゃ

るということです。この会場にいらしている丸ノ内の三菱地所の知

り合いの方が「非常にアグレッシブだね」とおっしゃっていたのです

が、どうしてアーティストがそんなにイニシアティブを取れるのか。

日本ではちょっと考えられないというか、アーティストにイニシアテ

ィブはあるのですが、まだまだ弱いのです。一体どこからオランダ

のアーティストのイニシアティブが来ているのかというのをお聞か

せ願えればと。まずそのあたりから話を始めたいと思います。

（菅野）後藤先生、ありがとうございました。良いポイントを指摘して

いただきました。先ほど最初に見方の違いということがありましたが、

それでは、川口さんからオランダの事例をご覧になってどのように

思われたか。プラス、横浜との立ち位置の違いでしょうか。そういっ

たことも含めてどのように感じられたかお聞かせいただけますか。

（川口）昨日、お二人にお会いして少し話をしたのですが、そのとき

に、アムステルダムの例はボトムアップな展開をしていると。聞いた

ところでは、お二人が言われる中では、横浜の政策はトップダウン

型の政策ではないかと言われました。私はその言い方が意外だっ

たのですが、そういう形でとらえることもできるのかなと思います。

それは、やはり横浜は、われわれというか行政側が創造都市とい

うものを横浜市の政策として位置付けているからです。その基本的

な、メンタリティかどうか分かりませんが、底流にあるものは、これか

らの都市というのは、うちの市長などは非成長・非拡大の時代では

ないと言うのですが、そういう時代認識を持つべきではないかとい

うことがあります。

それは何かというと、この都心の中で、もちろんMM地区とか北

仲地区ではスクラップ・アンド・ビルドということが行われているの

ですが、関内地区を周辺としたこの創造界隈の中では、いたずらな

スクラップ・アンド・ビルドではなくて、今の現状を容認して、その中

でどういうまちづくりをしていくかということが非常に重要ではない

かと。

そういう中で、どのような政策が有効であるか。サステナブルな

都市政策をどのように展開していくかという中で、この創造都市と

いうのが出てきた。もちろんそれには、EU諸国とか、そういう事例

があって、そういう中での成功例を見ながらこういうことをしてきた

ということになっていくと思います。そういう意味では、確かにアー

ティストやNPOの方 か々ら、ぜひこういう形で、ここに住みたいとか、

住み込んでいくという形のスタートではないという意味では少し違

うのかなと思いました。

そのように言われたので、確かにそういう意味では政策的なス

タートが先行しているかなと。日本の状況というのは、そういう面が

非常にある。例えばアーティストという方々がいろいろな社会性と

か運動を通じて常に社会に向かって何かを訴えていくような状況

ではなかなかないのかなと思っておりまして、そういうところから、

アムステルダムのようなボトムアップ型の集積はなかなか見いだ

せてはこられなかったのかなという感じはします。

（菅野）ありがとうございます。後藤先生が２点目として、アーティス

トのイニシアティブ、特にエヴァさんがやっていらっしゃるNDSMで

すね、私も一度伺ったことがありますが、圧倒的な行動力と圧倒的

な広さ、圧倒的なパワーに衝撃を覚えて帰ってきました。先ほどエ

ヴァさんがおっしゃったように、２００人のアーティストがネットワーク

を組んで、お金を出し合って、もちろんその中には市からファンドを

得たりということがあると思いますが、なぜそれが可能だったのか。

それが日本においては、先ほど川口さんがおっしゃったように、アー

ティストと社会とのかかわりが若干違うのではないかということも

含めて、オランダにおいてアーティストたちがイニシアティブを取っ

て行う活動について、また、それとアーティストがどのように社会と

関わっているかを含めて、エヴァさんからお話を伺いたいと思いま

す。

もう一つ、先ほどエヴァさんのプレゼンテーションの中に「スクワ

ッティング」という言葉が出てきたと思います。会場におられる方も、

そのスクワッティングという意味を皆さんご存知でしょうか？ある
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一定期間そこに住むことによって、居住権なりの権利が生じる法的

なシステムがあるようです。

この点につきましては、私自身も専門家ではないので、後で後藤

先生に補足していただきたいのですが、日本とオランダの社会の

仕組みも違うところがありますので、その時々で補いながら議論を

進めていきたいと思います。

では、まずエヴァさん。アーティスト２００人がなぜ集まって、このプ

ロジェクトを始めたのか。その点をもう少し詳しく聞かせていただけ

ますか。

（デ・クラーク）１９８０年代から、このスクワッティングについては伝

統がありました。そしてアーティスト自身が自分たちでイニシアティ

ブを取って、これらのビルを自分たちが改装していました。

実際入居したときにはもう汚れていて、ごみもたくさんで、施設も

全くないということで、利用にはふさわしくありませんでした。スクワ

ットされたビルに１０～１５年、スクワッティングしている中で、われわ

れ自身がビルに投資し、清掃し、ボードを立て、トイレを直しました。

こういった場合、当初インキュベーション期間が必要です。人が

出入りして、５年、６年、７年かかって素晴らしいコミュニティ、ある

いはグループが出来上がってきます。そしてビルもちゃんと使える

ようになります。もちろんうまくいかないものも少数ありますが、そ

れ以外はうまくいっています。

そして、アートのイニシアティブ、また工芸関係者、あるいは自転

車を修理するような人、零細企業の人たちが、こういった場所を自

分たちのビジネスにとってふさわしいと思うようになり、ある期間を

かけて投資するようになりました。これはアーティストの運動の一部

です。すべてのアーティストがかかわるわけではありません。こんな

大変なことはごめんだと、はじめからきれいなスペースで仕事をし

たいという人もいますが、これはある種の興味深い運動のようなも

のだと思うのです。というのは、特に実験的なグループの場合、また

国際的なアーティスト集団の場合、こういったスクワットされた建物

の中で、不法利用しているのですが、警察は退去させることができ

ない。オランダはおかしな国で、おかしな規則があるものですから、

こういった制度化されている場合には起こり得ないような面白いこ

とがたくさん起こりました。また、理念として、このCity of Standing

Wallsですが、エンドユーザーが時間をかけてこの建物に対して投

資し、その投資が価値を高めていく。ビルが価値を高めていくこと

になりました。

横浜にはこのような強力なアート・イニシアティヴはないとおっし

ゃいましたが、そもそも横浜市には文化政策があります。アムステ

ルダムにはそういった政策がなかったから、こういったことが始ま

ったのではないかと思います。

（菅野）ありがとうございます。アムステルダム市にはそういう政策

がなかったから始まったとおっしゃっていますが、ロバートさん、今

のエヴァさんのコメントに関して、市として、アーティストの活動に関

しては非常にエンカレッジされているところだとは思うのですが、ス

クワッティングやそういう活動に対して、どのように考えておられる

のでしょうか。

（マライニセン）私がアムステルダム市で働き始めた理由の一つは、

私は個人的に文化的政策に不足があったと思ったからです。新し

い年代にふさわしいものがなかった。ですから、ボトムアップという

形で何かやってみたかったわけです。そして、政策を作ってくれと

私は頼まれました。

ほかの人と一緒にまずやったことの一つは、アムステルダムの新

しい文化のビジョンを描くというものでした。さまざまな部署、経済

部署やスペース部署などと一緒にやりました。アムステルダムの文

化の将来に関する絵を描いていったというわけです。これは文化政

策として新しいアプローチを作り出したわけですが、このアートス

ペースに関しての取り組みは、都市開発部の日々の作業の一部と

なっています。ですから、これはただ単に文化担当省だけの作業で

はないわけです。

横浜市とアムステルダム市の違いについてですが、これはかな

り大きな差、ショッキングな差がある場合もあるかもしれません。ト

ップダウンの方がボトムアップよりも良い、もしくはボトムアップの

方がトップダウンよりも良いというわけではないと思います。市によ

っては、だんだんものが成長していく、ボトムアップに成長させてい

くこともありますし、もしくは新しい図書館やコンサートホールを作

る場合でしたら、これはもちろんトップダウンです。そうでなければ、

実現することができないわけです。ですから、両方のアプローチを

うまく使い合わせていく必要があるのではないかと思います。

その差は、歴史から来るのではないかと思います。１９世紀、政治

家は政治がアーティストの生活に関与するべきではないと決めまし

た。ですから、アーティストやクリエイティブの方々が政治家に求め

るものに応えるという役割が政策にあったわけです。ですから、そ

のような政治が続いているわけです。政治家の多くは、アムステル

ダムがこれをやるべきだと、誰かがこれを始めたといっても絶対怒

らないでしょう。適切なボトムアップのイニシアティブを選んで、目

標を達成するために取り組まなければならないわけです。ですから、

市長が決めたことはあくまでも議論の始まりだという言い方もある

わけです。

（菅野）ありがとうございます。確かに、ボトムアップとトップダウン、

ある意味で両方のベクトルが動かないと一つの都市は伸びていか

ない、活性化していかないのではないかと思います。先ほど都市間

競争が激しくなっているとおっしゃっていましたが、クリエイティブ

シティという、ある種ブランディングとなり世界中に広がりつつあ

るのではないかと思います。ただし、本当のクリエイティブシティと

いうのは、そこの中で、アーティストだけでなくて、一人一人の市民

が、それぞれの個性を伸ばし、自分の魅力を高めていく、能力を高

めていくことをいかに実現していくかということが、そこの本質の一

つだろうと思うのです。

そして、行政、市民、アーティスト、さまざまな分野のプロフェッシ

ョナルの人たちの力が総合的に集まったときに、本当のクリエイテ

ィブシティが実現できるのだろうと思います。その意味では、どちら

かが、あるいは両方の力がなければ実現できないとおっしゃるのは

もっともだと思います。

それでは、後藤先生、これに対してまたコメントをいただけますで

しょうか。
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（後藤）まず、不法占拠とスクワッティングですが、間違っていたらロ

バートさんとエヴァさんに訂正していただきたいのですが、オラン

ダでは空いた家があったり、空いたビルディングがあったりしたと

きに、誰かがベッドを持ち込んで生活を始めたら誰も追い出すこと

はできないという社会的な慣習があると学習しました。それでよろ

しいですか。いいみたいです。

ということで、警察であっても立ち退きを要求することはできな

いということになっていますから、別にエヴァさんのところだけでは

なくて、いろんな所にアーティストが住み着いて活動している場所

がほかにもたくさんあります。

さて、それで話をどのように進めていこうかと思ったのですが、

先ほどエヴァさんは、アムステルダム市というか、行政が何もして

いなかったから、アーティストがイニシアティブを取ったとおっしゃ

っていましたが、実はオランダはアーティストの支援ということでは

ものすごくいろんなことをやっております。

それはロバートさんの話の中にも少し出てきたのですが、例えば

失業対策の一部として、違っていたら後で訂正していただきたいの

ですが、アーティストに１０年間お給料を毎月１０００ユーロでよかった

でしょうか、生活保障をして、４８カ月は自由に作品を創作していい。

１０年間ですよ。そのようなことをしていたり、あとはアーティストが

創作する場所に対する家賃補助はあちこちでやっています。自治

体もやっているし、国もやっているし、その期間がやはり１０年だった

と思います。大抵１０年で家賃の半額を国なら国が家主に払うので

すが、それは１０年分一括前払いするので、家主は銀行にそのお金

を預けると利子が付くということで、決して損をしないような仕組み

になっているとお聞きしました。

そういう長い時間、期間でのアーティストの支援みたいなことが

根底にあって、ブリーディング・プレースというアイデアも出てきて、

今アムステルダム市内１０００カ所とロバートさんはおっしゃっていま

したが、これはアムステルダム市の都市開発部局が都市の再開発

をした開発利益を、ブリーディング・プレースのお金に回していると

いうことで、１０００カ所ですね。

だから、こういうベーシックなアーティストに対する支援が根底に

あるのだということで、日本ではなかなかこういう政策はしていな

いですよね。プロジェクトに対しては支援するけれども、１０年もの間

アーティストを支援し続けることは発想になくて、それはどういうこ

とかというと、アーティストに投資するのだとロバートさんはおっし

ゃっていたと思うのです。ですから、アーティストに投資することが

とても意味があることだと。ですが、日本の場合はアーティストを支

援することは投資だとは思っていなくて、何か浪費してしまうという

か、そのように市の全体予算の中で合意を得るのが難しいという

のが、どこの市でも、あるいは国のレベルでもそうだと思います。

それで、ロバートさんにお聞きしたいのですが、どうしてオランダ

ではアーティストに投資するのだということが、財政当局にも受け

入れられて、議会の議員さんも賛成するのでしょうか。

（菅野）それに加えて、先ほど銀行が文化ローンを持っている。文化

に対してローンをするというシステムを持っているとおっしゃって

いたのですが、それも含めて、普通、日本の場合、アーティストの方、

あるいはそういった芸術活動に対して銀行が融資するというのは、

最近幾つかのNPOが実現されていますが、なかなかそこまで意識

がいっていないと思うのです。そういったことも含めて体制的な背

景について、ロバートさん、ご紹介いただけますでしょうか。

（マライニセン）多くの異なった理由があり、さらにそれらは変化し

てきています。まず、われわれがこういったことを始めたのは、文明

の進んだ国はアーティストを支援すべきだと考えたからです。それ

以外の理由は何もありません。アーティストは重要だと考えていま

すし、またアーティストになろうと思った場合には、往々にして収入

が少なく、非常に大変です。ですので、文化的な面からアーティスト

を支援する理由があります。

もう一つ、経済的な理由もあります。というのは、アムステルダム

においては、労働人口の７％はクリエイティブインダストリーに従事

しています。ですので、７％というのは割合としても相当大きいです

し、世界中で最も急成長を遂げている産業です。ですので、クリエイ

ティブシティの場合には、クリエイティブインダストリーに従事して

いる労働人口の割合が１０％ということもあるでしょう。また、アムス

テルダムの場合、クリエイティブインダストリーの規模が金融産業

と同等ぐらいの大きさになっています。ですので、そういった意味合

いの理由もあります。

三つ目は、クリエイティブな人々がまさに市をほかの人から見て

魅力的なものにするのです。新しいタイプのリテールスペース、あ

るいはレストラン、新しいタイプのいろんなものが出てきますので、

その都市で働きたいと思う人たちを引き付ける魅力になります。ま

た、金融の中心地としても、誰も退屈な所に住みたいとは思いませ

んので、いろいろな理由があると思います。

そういった理由があいまっていますが、ほかにも理由があります。

もし、アーティストとエンジニア、例としてエヴァが発表した中にも

ありましたが、そういった人たちが一緒になりますと、新しいやり方

で持続可能なさまざまな法則を見いだすことができます。ですので、

違うセクターでも、よりクリエイティブな、より良いアイデアを創出

することができます。従って、クリエイティブな起業家たちを支援す

べき理由はいろいろあります。

それから、プレゼンでも言及したのですが、ほとんどのアーティ

ストは、自分たちの収入で自活できるようになるまでに、学校を卒

業してから十分な名声を得て生計を立てられるようになるまでに、

より期間が必要だということです。マーケティングの学校を卒業し

て、オフィスで働き始める場合より長いインキュベーション期間が

必要です。だからこそ、その期間に対してわれわれが投資するので

す。というのは、こういったクリエイティブな人たちがいなくなってし

まうと、都市自身がクリエイティブでなくなってしまうからです。いろ

いろな理由があります。

（菅野）ありがとうございます。文化が進んだ国では、アーティストあ

るいは芸術を支援するのは当たり前だと言われました。日本の中で

も創造都市ということが言われているのですが、そのために予算を

取り、制度を作るというところが、なかなかうまく進んでいない場合

の方が今のところ多いのが現状ではないでしょうか。まず、どうして

文化に投資をするのかというアカウンタビリティ、説明がなかなか

しにくい部分があるかと思うのですが、横浜市の場合もいろいろ政
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策を取られていると思います。先ほど、ナショナルアートパーク構想

といったお話をいただきましたが、制度的な面として、アーティスト

支援あるいはクリエイター支援でどんなことをされているのか、教

えていただけますか。

（川口）アーティストを直接お金で支援するということについては、

私どもも何回か議論をしています。ニューヨークのNPOなどは、年

７０００ドルを２０年間、アーティストに支援し続けているという事例もあ

ります。そういう期限を切らないで支援をしているところもあります

し、今、例にありましたように１０年間とか５年間という形で支援をし

ているところもあります。

われわれも具体的にそういう形で支援をできないかという検討

もしたことがありますが、やろうと思えばできると思うのですが、本

当にそれがアーティストにとって良いことなのかということと、日本

のいろんな状況の中で、例えば社会保障の問題とか、そういう他の

制度との関係とか、そういうところで、単純にそういう形で、言い方

は悪いですが、お金を渡すという助成の仕方が果たして良いのか

どうかということは、ちょっと懸案であるというか、なかなか日本の

中ではすんなりとできないことなのかと思っています。

そういうこともありまして、今やろうとして、実際に制度としてやっ

ているのは、アーティストがアトリエやオフィスを設けるときに、その

初期費用を助成するという形で、家賃助成や設備投資に対する助

成をしています。

それから、例えば、黄金町、日の出町のエリアには、なるべくいろ

んな人に住んでもらいたいということもありますので、実際に部屋

を借りてそこに非常に安い値段でアーティストに住んでもらうとい

うことも始めていまして、そういう形で、具体的な支援としては家賃

助成になるのかもしれませんが、そういう形や、初期費用の助成を

しています。

（菅野）金銭的な支援だけではなくて、情報提供やマッチメイキン

グといった支援も非常に大切だと思います。横浜市ではアーツコミ

ッションを立ち上げられていますが、実際にどこかのほかのパート

ナー、企業の方とのマッチメイキングといったことを考えて作られ

ているのでしょうか。

（川口）一つは、われわれは芸術不動産といっていますが、アーティ

ストにいろんなスタジオやオフィスなど住む所の情報を提供してい

ます。あとは、民間のビルを安く貸していただけるところがあれば、

そういうビルをまとめて借りて、そこをアーティストや建築事務所の

人たちに提供しています。その一つとして、アーツコミッションの中

にそういう窓口を作る。

それから、発表の場の提供ということで、横浜市内の施設の紹介

とか、そういう形で発表の際の支援をしています。アーティストは、

発表をすることが大きな目的の一つでもありますので、発表の中身

について助成するということで、これは委員会を作って、その委員

会で１０から１２～１３のプログラムを年間で助成しているという形で

支援しています。

また、そのほかにも、幾つか新しい制度を考えてはいますが、基本

的には実際にアーティストが行動することについて支援していくと

いうのを基本的な考え方にしていこうかと思っています。

（菅野）そうしますと、エヴァさんたちのようなアーティストたちがこ

れからもっと力をつけていくための支援とか、その結果としてのア

ウトプットに対してのエンカレッジであるとか、そういったことをこれ

から目指していこうというところですか。

（川口）基本的にはそのように思っています。

（菅野）例えばそういった場合、支援に対して、今度は評価というこ

とで、例えば公共のお金を投資する場合であれば、それに対するき

ちんとした説明責任が必要になると思うのです。また、経済的な効

果だけではなく、そこの地域が活性化したとか、目に見えない効果

もいろいろあると思います。

先ほど文化ファンドのお話が出ましたが、ファンドについて少し討

議できればと思います。後藤先生、先日、ヨーロッパに調査にいかれ

たとのことですので、補足いただけますでしょうか。

（後藤）文化ファンドというのは、ヨーロッパの中でもこういう仕組み

を作ったのは今のところオランダだけだと思います。

ここ２～３年でできた仕組みだと思うのですが、要するにいろい

ろな種類の文化施設やプロジェクトを集めて、リスクを分散させて

ファンドを作るのです。それを銀行が募集して、一般の人が投資を

します。そうするとタックスクレジット（税額控除）が適用されるとい

うことで、自分の所得税が少し減税されるような仕組みになってい

るので、これはファンドと税制を組み合わせた仕組みです。

ほかにもオランダでは小さな企業がスタートアップするときのた

めの投資をしてくれる人に対して減税をするAunt Agaathという

仕組みもあって、そういう仕組みをアーティストも使えるということ

で、ここ何年間かですが、そういう小さな企業のスタートアップと同

時に、アーティストがそういうアントレプレナーになる、アントレプレ

ナーとして自分で仕事を起こしていくようなことに対する支援は、

オランダとしてはものすごくしているし、それがまたクリエイティブ

インダストリーを生んでいくということで、かなり力を入れていると

私はお見受けしています。

（菅野）その文化ファンドを作っているというか、主体は市がやって

いるのですか。

（後藤）銀行で文化ファンドを作って募集をしているのです。

（菅野）ファンドはどんな分野でも作れるのでしょうか？ 例えば映

画であるとか・・・。

（後藤）映画はないと思いますが、例えばコンサートホールや美術館

とか、小さなプロジェクトなどを混ぜて一つのファンドにして投資し

てもらうということだと思います。

（菅野）金額の大きさとか、そういったことはいろいろ柔軟なのでし

ょうか。
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（後藤）人によってどれぐらい投資するかというのは決めているの

ではないでしょうか。１０万円投資する人もいれば、１００万円の人も

いるし。私の友人の税法研究者の女性も投資したと言っていました。

（菅野）何か具体的なものはありますか。分かりやすい例のようなも

のは。文化ファンドは、日本でも映画のファンドとか、この前、別件で

ファンドに関するシンポジウムも手掛けたのですが、映画の方もい

ろいろな市民の方から、一般的に一口幾らと募ってファンドを作る。

そこで収益が出たら、そのファンドに出資してくれた方にリターンを

お返しするという仕組みもこれからの芸術支援の在り方としてあり

得るのではないかという討議がありました。そのときはミュージック

ファンドと、映画のファンドと、演劇のファンドといった各分野の専門

家の方が集まってやったのですが、そういうファンドの種類なので

しょうか。

（後藤）映画のファンドとは全く違います。映画のファンドはヨーロッ

パでたくさん導入していますし、オランダでも一時導入したのです

が、非常に無駄が多いというか、評判が悪くて廃止しました。今度の

文化ファンドは、もう少し非営利的なところを集めてファンドにして

います。投資する人から見ると、投資しても投資先が文化で非営利

なのでリターンが少ないから、その分、個人所得税からの税額控除

（タックスクレジット）を適用して、政府が投資を支援しましょうとい

う仕組みになっていると思います。

（菅野）そうしますと、どこの銀行でも文化ファンドを扱っているので

しょうか。

（後藤）トゥリオドスバンク（Triodos Bank）というところで確か始め

たと思うのですが、今幾つの銀行でやっているかまでは私は定か

ではありません。

（菅野）分かりました。エヴァさんとロバートさん、ファンドに関しては、

それを活用したことは、エヴァさんはありますか。文化ファンドという

仕組みに関して。

（デ・クラーク）私は個人的には使ったことはありません。私は自分

のスタジオを作るのに、自分で働いてためたお金を使いましたし、

母親から少しお金を貸してもらいました。だから、銀行には行ってい

ません。ただ、私の隣人やアーティストは、文化ファンドを使ってスタ

ジオの建設に充てたケースを聞いております。実際こういうのを使

っている人をたくさん知っています。

（菅野）ファンドという考え方は日本の中ではまだまだ新しいのでは

ないかと思います。ファンドというと、どうしても経済的な、一般的な

株といったところに考えがいきやすいのですが、芸術や文化、あと

はセンターを作るといったことに対してファンドを作るというのはな

かなか画期的なアイデアで、日本でもぜひそういったことをもっと

始めてほしいとは思うのですが、これからの芸術支援の在り方の一

つとして、これからの課題になっていくのかな、そういう仕組みづく

りもこれからできていけばいいのかなと思います。

それでは、それぞれに聞き足りないことやご発言されたいことが

ありましたら、おっしゃっていただけますか。その後で会場から幾つ

か質問をいただいていますので、それを投げて、その後に、時間は

短いのですが５分ほど、会場から直接質問を伺う時間を設けてい

るそうなので、それに充てたいと思います。

では、後藤先生からお願いします。

（後藤）では、もう少し。せっかくオランダからいらしているのでたく

さん聞きたいと思うのですが、エヴァさんが先ほど古い造船所跡を

デザインしていくときに、２００人のアーティストを選んで、哲学者と建

築家でデザインワークショップをしたとおっしゃっていました。日本

だと哲学者がそういうところに出てきて活躍することはなかなかな

くて、やはりこれもコンセプチュアル・デザインみたいな、コンセプ

チュアルをすごく大事にするということなのかと思ってお聞きして

いたのです。

実際に哲学者の人たちは、そういう場でどういう役割を果たして

いらっしゃるのか、コンセプトを作っていくとはどういうことなのか

をもう少しお聞きしたいと思いました。

（菅野）エヴァさん、哲学者というのは具体的にどういう方たちなの

でしょう。実際の哲学を考えて教えておられる方でしょうか。それと

も、コンセプトを作るプランナー的な方、あるいはアイデアを考えら

れる方なのでしょうか。

（デ・クラーク）哲学者建築家、建築家哲学者といったらいいでしょ

うか。建築家だったのですが、非常に哲学的な人でした。この方は、

高齢で、非常に経験が豊かで、さまざまな文化、社会、第三世界の

国々など、世界中に建物、建築物のアーカイヴを持っているような

方です。この方に入っていただいて、建築家として論理的な設計を

都市計画と同様にやっていただく。そこには非常に多くのアーティ

ストがおりましたので、設計も決めなければなりませんでしたし、建

築許可も取らなければなりませんでした。そういった意味で、専門

家としての建築家が必要でした。インフラ関連でもそうです。全部

無料でやってくれました。ツアーとしてオランダ中のミュージアムな

どを見て回って、昔のアーティスト、あるいは哲学者、例えばニュー

ハウス※１、それから、ルロワ※２ 、ごみのアーティストなのですが、

こういった人からインスピレーションを得るのは、デザインというプ

ロセスにおいて非常に有用でした。

（菅野）一つの大きなプロジェクトを遂行する、あるいは実行するの

は、建築家やデザイナーだけではなくて、持続可能ということで、一

度ですべてが実現されるわけではありませんから、何段階にも分け

て継続して行っていく。そういったことも含めてそういったコンセプ

トを作ってくれる、助言者というか、そう存在なのでしょうね。ありが

とうございます。

後藤先生、もう一点ございますか。

（後藤）せっかくですので、もう一つ。実は今日、ロバートさんはおっ

しゃいませんでしたが、私が２００５年か２００６年にお訪ねしたときに、

アムステルダムでは、ロバートさんが文化の方ですが、経済を担当
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していらっしゃる方と都市空間の方を担当していらっしゃる方で、

１年ぐらいかけて対話をし、ブレーンストーミングをして、異なった

部局がいかに協力、対話が可能なのかということをやってみるとお

っしゃっていて、日本でも経済部局と文化部局と都市計画は対話が

できそうでなかなかできないのですが、それはどんな対話になった

のでしょうか。教えていただければと思います。

（菅野）では、ロバートさん、これについて補足していただけますか。

（マライニセン）アムステルダムの将来についていろんなことが議

論されました。また、文化が果たす役割、アムステルダムの将来に

おける役割についても話し合いました。でもこれは簡単でした。もち

ろん運もありますが、現在、部の局長は、ほとんど文化やアートに興

味を持っているからです。もちろん何をどのようにしてやるかとい

うことに関する議論はたくさんありますが、現在では、経済部門の

方が文化と一緒にやるべきであるとか、空間部署がやるべきであ

るとかという議論はありません。仕事の一環になっているのです。

こういう課題は、さまざまなミーティングで話し合ってきておりま

す。今われわれの仕事の一環として、２カ月ごと、非公開、非公式の

ミーティングを行って、そこでオープンな形で、街のためにいろいろ

な課題について話し合って、日々の作業の中からこういうものを解

決しようとしているわけです。ですから、われわれは、よくミーティン

グを持ったり、メールをお互いに出したりして、市にとって一番良い

解決案を見いだそうとしておりますが、ほかの都市と同じように、場

合によっては言い合いになってしまうこともあります。

（菅野）ありがとうございます。会場からロバートさんに二つほど質

問が出ていますので、続いて答えていただいてよろしいでしょうか。

まず、アムステルダム市の助成なのですが、先ほどクリエイティ

ブインダストリーということに関して、助成されている、支援されて

いるというプレゼンをしていただきましたが、実際の予算はどのくら

いの金額なのか。それから、助成という形以外の支援の施策はどう

いったものがあるでしょうかというご質問をいただいております。そ

れについては先ほど幾つか事例をすでにおっしゃっていただきまし

たが、もうお一方からは、いわゆるインベストメントという言葉を使

うのであれば、リターンというのはどういう形で得られるのか、ある

いは数的に評価するシステムはあるでしょうかということですが、

簡単で結構ですので、教えていただけますか。

（マライニセン）文化部局の年間予算は７０００万ユーロです。これは

文化に関して毎年計上している予算です。ただ、この中には、例え

ば図書館への投資などは入っていません。シティカウンシルの方が

こういった資金を牛耳っていまして、新しい図書館建設には７０００万

ユーロ、新しいコンサートホールの建設には５５００万ユーロを費やし

ました。こういった建設を続けてきますので、年間でおよそ２億ユー

ロを文化的な施設あるいは文化財団などに費やしていると思いま

す。

それから、経済部局、空間部局がらみの予算があります。数字は

持ち合わせていないのですが、かなり大きな額になると思います。

それから、クリエイティブ産業と教育、すなわち市の教育部局が民

間企業と協力するということも行われていまして、評価ですが、目

標として二つの新しい教育を向こう２年間で達成することになって

います。

そういう意味で、このプログラムについては、かなりざっとしたも

のになっていますが、普通のプロジェクトの計画でも、プロジェクト

の成果、予算を見て、それが評価の基準、ベースになります。

プロジェクト全体の評価はシンプルです。クリエイティブな企業、

クリエイティブ企業で働いている人の数がアムステルダム地域内

で増えるということです。毎年、それは数えています。ですので、数

字が増えれば満足、数字が下がるとプロジェクトをやめるというこ

とになります。

また、個々の企業に対する投資になりますと、まず事業計画を策

定してもらい、クリエイティブなプランにしてもらい、実業家、クリエ

イティブな人たちが参画するコミッションを作ります。そして、カル

チャーローンのような形で返済してもらいます。そのようにするの

は、普通の銀行はリスクが高すぎると考えるからです。ただ、リボル

ビング基金のような形にして、一部を新たな投資、また再投資に向

けるという形にしたいからです。

クリエイティブということに関しましては、財務部局等も何がオー

ケーで何がオーケーでないかということについては、いろいろと議

論をしますが、できる限り、限界まで広げてやっていきたいと思って

います。また、これも市の中でやってはいますが、できる限りプロジ

ェクトを実施するためには、時にはルールを曲げてでも、というよう

な、これもメンタリティにまつわるところだと思いますが、こういった

形を取っています。

（菅野）ありがとうございました。かなり具体的におっしゃっていただ

きました。

それでは、時間がそろそろ迫っていますので、会場の中からこれ

はぜひ聞きたいというご質問がありましたら、お手を挙げていただ

けますか。特段ないでしょうか。ここにいらっしゃる方も、これから文

化や芸術ということで都市や地域を活性化していこうとか、そうい

ったことに関心がある方が集まっておられるかと思うのですが、も

しこの場で聞きたいということがあれば・・・。

そうしましたら、この後、交流会が予定されているようなので、その

ときにいろいろ直接伺っていただければと思います。

それでは、これから、横浜市も世界のいろいろな都市と競い合い、

お互いに励まし合いながら、政策を進めていかれると思うのですが、

エールといったところを少しずついただけたらと思います。それから、

今日の感想でも結構です。後藤先生からはそれぞれの都市に対し

て、こうしたらいいのではないかとかというご提言があればおっし

ゃっていただいて、今日のパネル・ディスカッションを終わらせてい

ただきたいと思います。

では、川口さんからお願いいたします。

（川口）今日のお話を伺いますと、われわれはこういうことを始めて

数年しかたっていないのですが、長い歴史の蓄積がかなりあって、

そういう中でいろんな政策が生まれているのかなと思いました。わ

れわれはいろんな方向性がぶれないように、ここで継続して、こう

いうことを進めていく。それが一番重要なことかなと思っております。
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今、われわれはその基礎を作っているぐらいの段階で、それを一つ

の形として創造都市ヨコハマの実現という形に向かっていけたらな

と思っております。そういう意味では、今日のお話は非常に参考に

なったと思っております。お二人には感謝しております。

（菅野）ありがとうございます。エヴァさんの場合はいろいろなアート

NPOの方にお目にかかられたと思うのですが、これからまた交流

をそれぞれ続けていかれると思うのです。そういった方 に々何かエ

ヴァさんからコメントなり、このようにしていこうということがありま

したら、一言おっしゃっていただければと思います。

（デ・クラーク）今回は本当に素晴らしい方 と々お会いしましたので、

今後も交流を続けていきたいと思っております。アーティストの交流、

アイデアの交流などです。これらのNPOは、文化的、クリエイティブ

な環境のためには、横浜市にとってとても大切だと思います。でも、

彼らも政府の方からの支援が必要だと思いますし、それを長期的に

考えるべきだと思うのです。というのは一つの場所から別の場所に

とかなり移り変わっている人たちもおりますので、ある程度自分の

評判をしっかりと得て、作業をしっかり行う、また、その地域において

名前を確立するためには、時間が必要だと思うからです。それが良

い将来につながるのではないかと思います。

（菅野）ありがとうございます。後藤先生は最後にお願いしてよろし

いですか。では、ロバートさん、お願いいたします。これから横浜市と

また交流を続けていかれて、情報交換、アイデアの交換もされるか

と思いますが、コメントがありましたら。

（マライニセン）ぜひ引き続き、こういった形で政策レベルでも交流

していきたいと思います。日本のシステムについて、もっともっと学

びたいという気持ちでおりますし、協力もしていきたいと思います。

それから、私はたくさんの名刺をちょうだいしました。そして一部の

方には、頂いた名刺を、アムステルダムの恐らく協力相手になれる

人たちに渡しますよとお約束しました。ですので、今回の訪日から

生まれてくるプロジェクトもあると思いますので、実現のためにぜひ

努力したいと思います。ありがとうございました。

（菅野）ありがとうございます。では後藤先生、最後に。

（後藤）今日は日本のほかの都市の方や文化行政に携わっている

方もいらしているかと思います。日本では、こういうシンポジウムも

たくさん行われていますし、『The Creative City』というランドリーの

本が翻訳され、今、全部売り切れて、なんと１冊３万円という値段

が付いてしまっているのですが、一応世に出てから何年かたってい

ても、いまだに「クリエイティブシティって一体何ですか。いろんなシ

ンポジウムに行っていろんなことを言っているけれどもさっぱり分

からない」ということを言われることが多く、今日はオランダ、ある

いはアムステルダムの事例を通して少しお分かりいただけたかと

いう気がするのです。

オランダの事例で私が感心するのは、ちゃんと合意形成が進ん

でいっていることです。先ほど、どうしてアーティストは支援される

べきか、アーティストに投資すべきか、ということに対して、ロバート

さんは明快なお答えを幾つか出しておられました。先進国において

は、アーティストは支援されるべきだと。あるいはクリエイティブイ

ンダストリーが成長産業であって、それに人口の７％が携わってい

るのだから、経済成長という意味でも非常に重要である。それから

クリエイティブな人がいることは街を魅力的にするのだ。あるいは

クリエイティブな人たちは新しい都市政策のアイデアなどを出して

くれるから大事なのだということでした。

そういう合意が、文化だけでなく経済部局あるいは財政部局とも

話したり、空間部局と話したりという対話を通してきちんとした合意

になっていって、そういうベースがきちんとできた上で、エヴァさん

がおっしゃっていたような哲学的な建築家がかかわって、コンセプ

トを作っていくプロセスを丁寧にしていくわけです。

ですので、こういうプロセスから日本の都市はもっと学ぶ必要が

あるのではないかということを、私は前から思っていましたが、今日

あらためて強く感じました。だから、何をしていくか、表面的に何をし

て、何をつまみ食いして、まねすればいいのかというのはもうそろそ

ろおやめになったらいかがかという感じが強くします。

ロバートさんも実際にオランダのアムステルダムで政策づくりに

携わっていらっしゃるわけですから、日本のそういうポリシーメー

カーの人たちと、例えばロバートさんなどが本当に心を開いて対話

する機会をもっと具体的に今後作っていけたらいいし、エヴァさん

などと、横浜でイニシアティブを取っていらっしゃるアーティストの

人たちが、コンセプトも含めて交流するというワークショップ的な交

流、あるいはディスカッションがもっと行われていくとお互いに学ぶ

ことができてよいのではないかと思いました。

（菅野）ありがとうございました。見事にまとめていただいたのです

が、先ほど司会の藁谷さんから、創造都市交流が２００５年から始まっ

て、２００６年、２００７年、今年が３年目ということだったのですが、交流

する相手が毎回異なっていますので、これがやはり始まりであって、

これから長いスパンの中で交流といったことが続いていくのだろう

と思います。

プロセスを共有し、お互いの知恵の交換、アイデアの交換、それ

で実際に実践していくということでその中で成果が生まれてくるの

だと思います。

日本の側が学ぶだけではなくて、日本の古い知恵や考え方、文

化にもまだまだ私たちが海外ともシェアできるものがたくさん眠っ

ていると思うのです。それを掘り起こしていくこと。それをまた海外

の方と共有していくこと。それからもちろん、先ほど後藤先生におっ

しゃっていただきましたが、私たちが海外から学ぶもの。それぞれに

まだまだ尽きぬものがあるかと思います。これは宝探しだと思うの

ですが、始まったばかりです。創造都市というのは簡単に生まれる

ものではないというのは皆さんの合意の中にあると思います。誰か

一人、行政がやるだけでもなく、また民間のあるいはNPOの方たち

だけではなくて、行政の方も市民の一人であり、ここにいらっしゃる

方も皆さん市民の中の一人であることを考えれば、市民の方それ

ぞれが持てる力を持って知恵を出し合い、この国を、あるいはこの

地域が好きだから、この地域を良くしていこう。そういった心があっ

てこそ創造都市というのは実現できるのだろうと思います。
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そういった創造都市、あるいは創造都市という言葉でなくてもい

いのかもしれないのですが、誰もが生き生きと生きられる社会を目

指すことが本当のクリエイティビティを活かしていくことだと私は理

解しています。そんな地域に、あるいは社会に、国に、あるいは国を

超えて、世界の人が考えられるように、楽しく暮らせるような目標に

向かって一歩ずつ歩み続けられたらいいなと、皆さんのお話を伺い

ながら、私自身は考えておりました。

今日はお忙しいところ、本当に長い間お付き合いいただきまして、

ありがとうございました。これでシンポジウムは終わりますが、壇上

にいらっしゃるロバートさん、後藤先生、エヴァさん、それから川口さ

ん、全員の方にもう一度拍手をいただけますでしょうか。

脚注

※１ Constant Nieuwenhuys

※２ Louis le Roy www.ecokathedraal.nl

講師・パネリスト略歴

○ロバート・マライニセン Robert Marijhissen
１９５７年生まれ。首都アムステルダム市に勤務。アートマネージメント、レジ
ャー、不動産、都市計画の分野でコンサルタントとして２０年間勤めた後、
２００２年からアムステルダム市に勤務。「アムステルダムにおける文化行政
の長期計画展望 ２０１５」、文化行政プラン「クンステンプラン」２００５－２００８、
２００９－２０１２の策定に貢献した。「創造的産業育成プラン２００５－２００８」を立
案・実施した。現在はクリエイティブ・シティズ・アムステルダム・エリア
（CCAA）※で「創造的産業育成プラン２００７－２０１０」の実施に携わっている。

※CCAA：オランダ政府経済産業省が助成を行う「創造的産業育成プラン２００７－２０１０」の実

施機関。アムステルダム広域の地域間の文化政策を調整し、より効果的になるよう創造的産

業の支援を行っている。アムステルダムがヨーロッパにおける創造都市の窓口となるべく創造

都市間のネットワーク構築も手がけている。

○エヴァ・デ・クラーク Eva de Klerk
１９６５年生まれ。心理学と情報伝達を学ぶ。先端アートの分野で芸術文化の
発展に身を置いている。見捨てられ放置されたアムステルダムの一部地域
で、孤立してしまっていたコミュニティとの活動を通して、地域・国を問わず
すべてのレベルで、再生プログラムを実施すべきである、と主張する活動
を行ってきた。ヒップ・ホップにスケボーから、アートクラフト市場、住居とス
タジオを兼ねたアーティストのためのスペース提供、といった分野の発展に
寄与するなど、人々の日々の需要を指し示すことにより、政府と業界と人 と々
の、継続的な絆を形成する専門家として、活躍している。現在はNDSM
Warf（オランダ造船会社の跡地を利用した巨大なアートスペース、芸術家
の手により再生した）に勤める。 www.evadeklerk.com

○後藤和子（ごとう かずこ）
京都大学理学部卒業、京都大学大学院経済学研究科博士課程修了、博士
（経済学）。現在、埼玉大学経済学部・経済科学研究科教授。国際文化経済
学会理事、『文化経済学』編集長、エラスムス大学（オランダ）客員教授
（２００４年～２００５年）。主な著書として、『文化と都市の公共政策―創造的産業
と新しい都市政策の構想』（有斐閣／２００５年）、『文化政策学』（編著）（有斐閣
／２００１年）、『芸術文化の公共政策』（勁草書房／１９９８年）、『創造都市への展
望』（共著）（学芸出版／２００７年）、『都市空間を創造する』（共著）（日本経済
評論社／２００６年）などあり。

○菅野幸子（かんの さちこ）
国際交流基金情報センタープログラム・コーディネーター。ブリティッシュ・
カウンシル東京勤務後、１９９０年～１９９１年、グラスゴー大学美術史学部装飾
芸術コースディプロマ課程に留学。翌年ディプロマ取得。１９９３年より国際交
流基金（The Japan Foundation）に勤務。現在は、文化交流に関する調査、
情報提供、各種コンサルテーションを行っている。
横浜市創造界隈形成推進委員会委員、東京都芸術文化評議会専門員、総

務省地域づくり懇談会委員、（財）地域創造美術館活動の評価基準モデル
策定に関する調査・研究委員会委員も務める。

○川口良一（かわぐち りょういち）
横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部長。企画局プロジェクト推進室長、
企画調整部長、道路局横浜環状道路担当理事、文化芸術創造都市事業本
部長を経て、２００６年４月から現職。文化芸術創造都市の実現に向け、企業・
団体・行政による推進組織「創造都市横浜推進協議会」の設置、歴史的建
造物を活用した文化芸術活動の推進や横浜トリエンナーレなどの施策に取
り組む。

シンポジウム「クリエイティブシティ・ヨコハマの展望―多様な主体

による推進事例を海外に学ぶ」

・主催：横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部

財団法人横浜市芸術文化振興財団

・共催：横浜赤レンガ倉庫１号館

・後援：オランダ王国大使館

国際交流基金

社団法人 企業メセナ協議会
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大友恵理（Art Autonomy Network）

Art Autonomy Network（AAN）の大友と申します。

AANは、２００５年にAANのメンバーである嘉藤笑子がロッテルダ

ムにレジデンスで滞在しており、それ以来、オランダの芸術組織や

アーティストとの交流を積み重ねてきました。後でお話ししますが、

私たちAANが日本において昨年度から取り組んでいる“アート・イ

ニシアティヴ”という考え方で、芸術家の担い手たちが自立的に、

自発的に活動を切り開くという精神がありますが、そういったもの

は、私たちがこれまで交流してきたオランダの人たちに大いに刺激

を受けて、自分たちの活動のヒントにしてきたように思っています。

この視察の成果で、私たちがAANの活動に反映したいと思って

いることが三つあります。先ほど申し上げたような経緯から、AANに

はオランダに関する資料がたくさんあるのですが、その数が今回

の視察でさらに増えました。オランダの資料は、私たちが今所蔵し

ているアーカイヴの中でも特に多いものです。それらの整理を進め、

しっかりと使えるような形にしてゆき、今回私たちが視察をしてきて

とても刺激を受けたことが少しでも多くの人 に々伝わるように、たく

さんの人 に々活用してもらえるように取り組んでいきたいと思って

おります。

私たちは、美術館でもなく商業画廊とも異なる、自主的で独立し

た活動をしている芸術家や芸術組織について資料を収集し、この

ようなライブラリーを作っています。また、データベースにも取り組

んでいます。こうしたものの中にオランダの資料の場所をしっかり

と作っていきたいと思います。

アーカイヴに関してはもう一つ反映させたいと思っていることが

あります。国際的な文脈において、私たちのようにインディペンデン

トな活動としてアート・アーカイヴに取り組んでいるところが幾つも

あります。例えば香港のアジア・アート・アーカイヴ、インドネシアで

すと、Indonesian Visual Art Archive （旧Cemeti Art Founda-

tion）、それからロンドンのPILOTといった組織と私どもは交流を持

っているのですが、今回のオランダに関しましては、アーティスト・イ

ン・レジデンスのデータベースを提供するTransArtistsという組織

がとても興味深いところでした。

AANはこうしたアーカイヴに取り組む芸術組織同士のネットワー

クづくりを今後もっと力を入れていきたいと思っており、今年の３

月２９日、３０日には、ロンドンからPILOTという著名なアーカイヴの組

織を日本にお招きします。彼らと一緒にアーカイヴの今後の新たな

活用や、アーティストのポートフォリオといったものについてトークイ

ベントを予定しております。

その次のステップとして、１年後の２００９年３月開催を目指して

助成金を申請しておりますが、PILOTだけではなく複数のアーカイ

ヴ関連の組織を海外から招聘してシンポジウムを開催したいと思

っております。その中にオランダの組織などもぜひ招き入れられた

らと考えております。

三つ目の事業として、私たちが考えているものはSHOWCASE

です。これは約１年前に私たちAANが横浜市との協働事業として

開催したもので、「アート・イニシアティヴの創造性：芸術が行動す

る社会へ」をテーマに、日本全国で自立的に活動展開する芸術団

体約５０組が横浜に一堂に会することで、日本でこれだけの組織が

精力的に活動しているということを包括的に紹介する試みでした。

そこに集まったアート活動の当事者同士が出会ったり意見交換を

する場として、２００７年２月にSHOWCASEというものを開催しまし

た。

今回の視察の成果を反映させる事業として、このSHOWCASE

をもっと国際的なネットワークにつながる形でもう一度開催したい

と考えております。

日本の芸術組織というのは地方にはたくさんありますが、その活

動を海外にまで発信出来ておりませんので、そうしたところがもっ

と海外へネットワークがつながることで可能性を広げていったり、

先ほども何度かパネル・ディスカッションでも出てきましたが、こう

いったボトムアップ的に実際に取り組んでいる人たちがもっと力を

つけていくためにはどうしたらいいかということを、このプログラム

を通して探っていきたいと思っております。

以上でAANの活動計画について終わります。

［行動計画書］

○ 団体名：Art Autonomy Network

○ 代表者名：嘉藤笑子

○ 所在地：〒２３１‐００１３ 横浜市中区住吉町１‐８‐４０１

○ 主な活動内容

美術館や商業画廊とは異なる領域の芸術組織のインフラ作り

として、アート・アーカイヴによる情報提供、トークイベントやレク

チャー、シンポジウム等通じてのネットワーク構築や教育普及を

行う。

○ 参考とした視察先と内容

文化政策や環境、システムなど、オランダについて全般的に参

考にしているが、特に情報発信を手がけるSICAやTransArtists、

Res Artisの事業を参考にしている。

○ 事業名

・アート・アーカイヴ

・SHOWCASE

○ 事業目的

AANが進めてきた自立的に活動する芸術団体のネットワーク

作りは、横浜市との協働事業「アート・イニシアティヴ・シティ実

行委員会」で開催した「SHOWCASE」（２００７）において大きな成

果をあげた。その次の課題として日本の芸術組織と海外組織の

交流促進やネットワークの国際化を図る。

○ 実施時期：２００８‐２００９年

○ 実施会場：Art Autonomy Network 他

視察参加団体によるプレゼンテーション「オランダ・ドイツ視察を活かした今後の活動計画」
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○ 事業内容

・オランダのアート・アーカイヴの強化

AANは、嘉藤のレジデンス滞在（２００５年）以来、オランダの芸

術組織および芸術家についてリサーチや交流を独自に重ね

ており、それに関する資料も相当数蓄積している。今回の視

察で得た資料も加え、オランダのアート・アーカイヴとして整

理・充実を図るとともに、活用強化を進める。

・アート・アーカイヴ・ミーティング（仮）

SICAやTransArtistのように芸術関連のデータベースやアー

カイヴを手がける組織を海外より招聘してのシンポジウムを

開催し、今日的なアーカイヴの活用方法やシステムの連携を

探りながら、国際的なアーカイヴ・ネットワークの構築する。

・SHOWCASE 2008

招聘組織の対象として国内組織だけでなく海外からの招聘

組織枠を拡大し、情報発信を強化するとともに、国際レベル

のネットワーク作りの場を提供する。海外招聘枠にオランダ

の組織を加える。

○ 視察成果を反映した部分

・各視察先にて入手した資料をアーカイヴに追加。

・アーカイヴや芸術組織の国際的ネットワーク構築にあたり、

視察訪問したり情報を得た芸術団体との協力・連携を図る。

細川浩伸（NPO法人アートプラットフォーム）

急な坂スタジオの細川といいます。NPO法人アートプラットフォ

ームという横浜野毛山にある急な坂スタジオを運営している団体

に所属しております。今回、創造都市交流事業にてオランダ、ドイツ

の方の視察の機会をいただきまして、ありがとうございました。また

このような行動計画発表の機会も設けていただきまして、本当にあ

りがとうございます。

では、実際、この創造都市交流でオランダとドイツの両方に行った

ときに見た中で、今回発表する行動計画は、実は言葉でいうとすご

く単純なことで、アーティスト・イン・レジデンスの施設を横浜に作り

たいということです。なぜそれが必要かということを説明したいと思

います。

まず、なぜというところで、急な坂スタジオがどういうところか簡

単に説明させていただきます。ここに大きく書いてあるとおり、稽古

場なのですが、「稽古だけじゃない稽古場」として運営しています。

実際に、ダンス、演劇の稽古の場所としてスペースを貸しています。

（スライドにて）ご覧になられますような事業を展開しております。マ

ンスリーアートカフェというトークイベントを毎月１回。いろいろな人

に聞いてもらえる、アートと社会について知識を得るような事業で

す。

またゼミナールの方ではもっと専門的に、各ゼミ交互に隔週にて

開催しています。もっと実際にものを作るための企画ゼミや、作るこ

とに関して必要な思想ゼミを開いています。

フィールドワークでは、劇場空間、また劇場になり得る横浜の空間で

すね。山手の洋館を巡ったり、BankARTや寿町も見て回ったり、そ

のほかにも横浜にぎわい座のホールなども見て周り、いろんな人た

ちに横浜はこういうところだということも知っていただこうという事

業です。舞台として上演できる、いわゆる制作側の人たちに向けた

ものではあるのですが、舞台に興味ある人にも参加していただける、

そういった活動も行っています。

勿論その他にも舞台芸術をよく知ってもらうためのワークショップ

を開催したり、イベントを開いたりしています。

そういった中で、前年秋に、われわれは国際交流プログラムとし

て、急な坂スタジオでイスラエルのダンサーを一人呼んでワークシ

ョップ形式での作品制作、発表を目的とした１カ月間の滞在制作

（レジデンス）を行いました。そのときに感じたこと、言葉の問題より

も、急な坂スタジオのようにしっかりとした稽古場で稽古するという

環境はまず重要なのですが、それ以上にもっと横浜のことを知って

作品に活かすためには、もっと長期間この場所に滞在していろいろ

なものを見る必要がありました。アルカディ・ザイデスというアーテ

ィストなのですが、実際にまず（日本、横浜に）着いた次の日に横浜

を１日中フィールドワークして、（参加者の）皆さんと一緒に歩き回

りました。

そういった活動を続けていく中で、横浜に住んでいる人（観る人）

にとっては、（アーティストが）横浜の雰囲気を作品創作の中に取り

入れていくことが、本当はもっと必要なのではないかと感じていまし

た。というのは、今、急な坂スタジオ自体ではレジデント・アーティス

トといって稽古場を拠点としているアーティストが岡田利規（チェル

フィッチュ）をはじめとして４人います。海外でも結構紹介されるこ

とが増えました。そういったレジデント・アーティストたちも、もっと

交流の場を持ったり、集中して稽古をしたりするためには、横浜にも

っと長く居る必要があります。しかし、今彼らは東京から通ってくる

ということで、稽古自体に集中するのもなかなか難しい状況があり

ます。そういった中で、われわれが今後事業として展開していく上

で、やはり面白いものを皆さまに提供したいと思っていますし、また

新しい創造の中で作っていく場合に、レジデント施設がやはり必要

だと強く思っています。

ということで、今回この行動計画に、レジデント施設として提案さ

せていただきます。今日のシンポジウムを含め、いろんな話を聞か

せていただいた上で、中長期の先駆的活動支援ということを考えて

いたのですが、実際この書面で書いている３カ月～１カ年という

のはやはり短いのかなと思いまして、４年、１０年というもっと長いス

パンで、創造活動をしっかりと支援していくように、われわれももっ

と頑張っていきたいと実感しました。海外ではそういったことが進ん

でいるので、今後もいろいろ勉強させてもらって、来年度の事業に

ぜひともつなげたいと思います。

実施したい場所は、横浜市の新山下町にあります。横浜税関の公

務員住宅が今使われていないのですが、場所の立地としてもみな

とみらい線の終着点から歩いて５分以内というすごく良い場所に

ありますし、また、元町からこちらの赤レンガの方まで来るときの道

も大変綺麗で、いろいろな創造、創作する過程としての環境も良い

のではないかと思っています。ということで、簡単ですが、発表は以

上とさせていただきます。

［行動計画書］

○ 団体名：NPO法人アートプラットフォーム

○ 代表者名：相馬千秋
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○ 所在地：横浜市西区老松町２６‐１ 急な坂スタジオ

○ 主な活動内容

２００７年５月に設立。「横浜アートプラットフォーム 急な坂スタ

ジオ」の管理・運営をはじめ、舞台芸術に携わる人材の育成や

国際交流の推進、地域とアーティストの交流の場を生み出すこ

とを目的とする。芸術と社会をつなぐプラットフォームとして、

アーティストや制作者を支援し、豊かな市民社会の実現を目指

すさまざまなプロジェクトを立ち上げている。

○ 参考とした視察先と内容

Zollverein 地域を文化資産として、村の様な交流を取り込ん

だコンセプトにより産業と創造性の融合をはかっていること。専

門性と教育・文化活動などが交わることで新たな産業の可能性

を生み、強い発信力としていること。

○ 事業名

Yokohama Visitor's Village Laboratory（新規事業）

○ 事業目的

研究および活動支援施設に宿泊施設を併設することにより、横

浜へ来訪するアーティストによる中長期の文化活動をプログラ

ム化することを目的とする。またスクール、公開トークなどの事

業を組み込むことで、一般の方 に々も開放する機会を設け、広く

文化の支援、振興および向上を目的とする。

○ 実施時期：２００８年４月から横浜市と協議開始を希望する

○ 実施会場：横浜税関公務員住宅（新山下）

○ 事業内容

１．文化人の往来

横浜での中長期的な文化芸術活動の支援とアーティスト

の交流を図る。滞在する必要のある、アーティスと及びそ

の事業に関わる者を宿泊可能とする。

２．中長期間の先駆的活動支援。

３ヶ月～１年間の先鋭的な創造活動を行うアーティストを

招聘、支援する。より横浜で創造することの必然性を生み

出し、横浜の文化意識レベルの向上をはかる。

３．専門活動の公開と研究

展示とは違い、活動を対象としていくことで中長期的に横

浜との関係をその成果に反映することができる。その為の

専門施設とすることが必要。視察成果を反映した部分

○ 視察成果を反映した部分

Zollverein内PACTの活動。レジデントプログラムが行える宿泊

施設をもっていることで数多くのコラボレーションワークを開催

できている。この事業についてもYokohama Hostel Villageを

運営するFunnyBee株式会社のもつ都市構想との思索、議論

を通じて共同で行うことが重要。専門家と創造を交わらせるこ

とで産業に結びつけ新たな創造を可能にする部分。

細淵太麻紀（BankART1929）

BankART1929の細淵太麻紀と申します。私はもともと美術や

建築など、ものを作る側の人間なのですが、今はBankART1929

の運営に取り組んでおります。ご存じの方もいらっしゃるかもしれま

せんが、私たちBankART1929がどんなことをしているかというこ

とを簡単に説明します。

元銀行の「BankART 1929 Yokohama」と元港湾倉庫の

「BankART Studio NYK」、それから黄金町エリアの方に

「BankART桜荘」という小さなレジデンススペースがあるのですが、

そうした建物を基点に、周辺地域を芸術文化活動によって活性化

していく活動を行っております。これらの建物の空間を最大限に活

用して、横浜が持っているポテンシャルを引き出すような主催事業、

この空間で何かしたいというオファーを実現化するコーディネート

事業、スクール、カフェ、パブ、ショップ、スタジオ、コンテンツ事業な

どを行っております。都市への拡がりでいうと、北仲や本町ビルなど

空いている建物へのアーティストの誘致や、眠っている古い写真を

収集する「横濱モボ・モガを探せ！」プロジェクト、現在開催中の「食

と現代美術展」の中では、周囲の飲食店など１３０店舗に協力をいた

だき、店舗の中に作品を展示させていただく「横浜芸術のれん街」

のようなことも行ってきております。施設運営だけにとどまらず、「福

祉とアート」、「防災とアート」等、アートを通したさまざまな活動をし

てきております。自己紹介はこれぐらいにして、本題に入りたいと思

います。

私たちBankART1929からは、「オルタナティブ・スペースの現

在についての調査研究および出版化、コーディネーター・エクスチ

ェンジ・プログラム」を提案したいと思います。

視察の中では、特にアムステルダムでのクリエイティブシティに

関する事業はとても印象深いものでした。巨大な建物をかつて不

法占拠していたアーティストたちが、市の施策により、土地や建物を

安価で借り受け、ハード整備やソフト事業を担うことで、住民の主体

性が伴う豊かな都市へと見事に再生している姿を、私たちは生で

見てきました。日本では考えられないようなこのような思い切った

施策は、これからの新しい都市の在り方を示唆していると実感しま

した。

特に今回お話いただきました、NDSM Wharfのような活動は、経

済的にはもちろんのこと、精神的にも社会を豊かにしていくであろ

うということを確信しました。それらは、アーティストたちの社会に対

する実利的な行為や直接的な社会還元によってというよりも、彼ら

の「ものを創る」という行為に対する喜びや執着、によるものである

のではないかと思いました。

彼らはアーティスト個人の力ではどうにもならないことも、いろい

ろな人に知恵や力を借りながら、実現不可能と思われるようなこと

も実現していける、したたかさと精神性を兼ね備えているというこ

とを実感しました。今はうまくいっていない部分があっても、彼らは

それらをひっくり返す力を持っていると確信しています。そして、そ

のことが、私たちにさらなる勇気を与えてくださいました。

とはいえ、彼らは建物やイニシアティブにかかるお金は手に入れ

ましたが、これからランニングしていくことに対して、安定的なお金

が出ているわけではないようです。それは、日本とも状況が似てい

るところですが、それらをどうやって維持していくか、アートによって

どのようにお金を稼いでいくかということが共通の課題なのではな

いかと思いました。

先日、ロバートさんとエヴァさんにBankARTにいらしていただい

た際に、特にNYKの建物についてだと思いますが、「オランダでは

制作のためのスタジオはたくさんあるけれども、発表のためのス



48

ペースについてはこんなに大きなものはないので、素晴らしい」と言

っていただいたことはすごく印象的でした。私たちはもちろんこの

空間の豊かさを自覚しています。これらの素晴らしい財産を１２０％

活用していくことに、これまでも力を注いできましたし、今後もそうい

った活動を継続し、維持していくことが自分たちの課題だと考えて

います。

この視察を終えて思ったことは、時間が限られた視察であったと

いうこともあり、実際に個々の活動団体がどのような経済的な基盤

を持っているかや、彼らの立ち位置についてなど、もう少し深く知り

たかったということでした。アーティストと市民、アーティストと行政

の関係、またそれらを具体的に実践する中間支援団体の運営方法

とか、課せられているオブリゲーション等、現場レベルでの生の情

報をもう少し詳細に引き出したいと思いました。

そして今回視察したオランダを筆頭に、そういった先進的な活動

をしているヨーロッパやアジアまで含めて、さまざまな実例を調査し

ながら、その空間を実際に運営している人間と交通しながら、研究

を進めたいと思いました。

そしてそれを自分たちの血肉としていくと同時に、日本の中で同

じような問題や課題を抱えている人たちに対しても参考になるよう

な情報として出版化し、まとめていきたいと思っています。

私たちBankARTの２００６年から２００８年度の計画案の骨子のひと

つに「他都市および国際的なネットワークの構築」を掲げていること

からも、そういった海外の先進的なアーティストやアドミニストレー

ターと具体的に人的な交流を行いながら、これからの活動につなげ

ていきたいと思いました。

国や地域によって、アートに対する状況が違うということはもちろ

んあるのですが、私が最も違うと感じたことは、アーティストも含ん

だ、そこで実際に生活している人々が、社会に対して持っている問

題意識の強さと、そこに立ち向かう勇気、それからその勇気を引き

出すような施策、それらがクリエイティブな回答を彼らの都市の中

に生み出しているのではないかと思いました。

先ほど、ボトムアップとかトップダウンというお話があったのです

が、横浜では既にボールは投げられているわけで、そのキャッチ

ボールがどのくらいできるかだと思うのです。どれぐらいお互いが

本気でキャッチボールを続けられるかが重要だと思います。もちろ

んそれを促すことが私たちの役目だと思っております。

そういったことも含め、ほかの都市の人たちとお互いに交流する

ことで、お互いに影響を与えながら吸収し合えるのではないかと思

い、この提案をしました。

最後になりましたが、このような貴重な経験をさせていただきま

したこと、関係の皆さまに御礼申し上げます。どうもありがとうござ

いました。

［行動計画書］

○ 団体名：BankART1929

○ 代表者名：池田 修

○ 所在地：横浜市中区本町６‐５０‐１

○ 主な活動内容

横浜市が推進する、歴史的建造物や港湾施設等を文化芸術に

活用しながら、都心部再生の起点にしていこうとするプロジェク

トのひとつ。２００３年３月に実験事業としてスタートし、２００６年度

からは本格事業へと移行。旧第一銀行を活用した「BankART

1929 Yokohama」と日本郵船の湾岸倉庫を利用した

「BankART Studio NYK」を主な拠点として活動を行っている。

範囲はアート、建築、パフォーマンス、音楽、会議他あらゆるジャ

ンル。スタジオ、スクール、カフェパブ、ブックショップ、コンテン

ツ制作をベースにしながら、主催、コーディネート事業等、年間

６５０本以上の事業を活発に行っている。２００６年７月には主に

アーティストインレジデンス機能をもつBankART桜荘がオープ

ン。

○ 参考とした視察先と内容

歴史的建造物や産業遺構等、使われなくなった建物を最大限

に活用し都市の再開発と文化活動とを推進させているアムス

テルダムのクリエイティブシティ事業全般。行政側の考え方と、

運営を司るアートNPOに与えられたミッションとその実際の活

動。

○ 事業名

・オルタナティブスペースの現在についての調査研究及び出

版化─コーディネーターエクスチェンジプログラム（継続）

○ 事業目的

オランダを含めて、欧米では、様々な社会状況の変化の中で、

オルタナティブスペースが進化をとげ、新しい局面を迎えつつ

あることは確かだ。日本にもオルタナティブスペースがないわ

けではないが、規模においても継続性においても、また公共性に

おいても比較できるようなレベルに達しているものは少ない。

私たちBankARTの２００６～２００８年度の計画案の骨子のひとつ

に「他都市及び国際的なネットワークの構築」を掲げていること

からも、そういった施設のそれぞれの構造を調査研究すること、

またそういった施設と具体的な交流を始めるということを提案

したい。

○ 実施時期：２００８年度

○ 実施会場：BankART Studio NYK ほか

○ 事業内容

オランダの産業遺構を活用した施設はどこも規模が大きい。芸

術活動を行うためにこのレベルの建物を維持管理する経済的

な裏付けはどうなっているのか？また公的資金の投入がなされ

る場合、どの程度のミッションが運営組織に課せられるのか？そ

ういったことをヨーロッパ、アジア圏まで含めて調査研究しつつ、

その空間を実際に運営している人間と交通しながら、調査研究

を進めたい。またそういった施設のアーティストやアドミストレー

ターと交換レジデンスプログラムも行っていきたい。

○ 視察成果を反映した部分

オランダはもともとアーティストにとって優遇的な政策をとって

いると見聞していたが、実際に視察にいってみて、それらが根付

き、また新たな局面を迎えているということがとても良くわかっ

た。行政の意識も、アーティスト救済のための優遇政策から、

アートを産業化することに意義を見いだし、社会の中での重要

性を説いていくための政策になっている。政策ポリシーと経済

やその立ち位置について、またそれらを具体的に実践する担い

手の方法、現場レベルでの生な情報を詳細に引き出したいと思



49

った。そしてそれを自分たち自身の活動の血肉としていくと同

時に、日本のなかで同じような問題や課題をかかえる人たちに

対しても参考になる情報としてまとめていきたい。

福島慶介（Funnybee株式会社）

今回、Funnybeeの代表として視察に参加させていただきました

福島です。視察成果としての行動計画を発表させていただきます。

まずFunnybeeについて、知識を共有したいと思います。

Funnybeeは、YOKOHAMA HOSTEL VILLAGEを中心に横浜寿

町をフィールドとして活動しているソーシャルベンチャー株式会社

です。以下YHVとさせていただきます。特にカラーの右側の写真は

すごく象徴的ですが、寿町はドヤ街と呼ばれる、かつて横浜の発展

を支えた場所です。

YHVが実際何をしているかというと、右下の地図が寿エリアと呼

ばれるエリアですが、約２００m×３００mのエリア内に存在するドヤ約

１１０棟内の８０００室うち、空き１５００室の稼働していない部屋を対象に

ホステル計画を行っています。バックパッカーをはじめとした外か

らの人を招きいれることを行って、既存の街との共生を大事にしな

がら、街の雰囲気の改善、さらには雇用の創出を目的に活動してお

ります。

右下の地図上の青い部分がフロントに当たるのですが、現状、こ

こをフロントとしてまず構えて、建物単位ではなく部屋単位で、街の

中に部屋を契約させていただいて… 緑色の部分がそうなのです

が、全体を一つのビレッジとして扱うような計画になっております。

立地の良さを活かして横浜に新しいダイアグラムを描けるのでは

ないかと考えております。

今回の視察の行動計画として、寿アートフィールド計画をやって

いきたいと思います。実はこれは行動計画書には新規になっていま

すが、大きな流れとしては継続という形であり、これまでもしてきて

いることです。

それに至るストーリーがあるのですが、それはドヤ街、寿町の居

住空間は狭小で… ちょっと見づらいですが、右側の写真にあるよ

うにそれぞれの部屋が５平米ぐらいしかありません。そうなると、居

室以外のスペースにラウンジ的要素が必要になってくる。特に外部

空間は… 寿エリアには信号がなくて、リビング的な扱いをされてい

る。右下の写真にあるように、夏は、結構その辺で寝ているおじさん

たちがたくさんいるような状況だったりします。

これらの与条件から導かれるのは、やはりまず外部空間の充実

であると。それでYHVを軸に、地縁を活かした寿アートフィールドを

これからもっともっとやっていきたいと考えております。寿町のよう

なある意味で彩度を失っている街をアートで彩っていきたいという

スタンスです。

アートスタンスによるこれまでの活動は、まず根本としては、問題

解決のストーリーの中にアートの要素を盛り込んでいくというプロセ

スを踏んでいます。ざっとこれまでのことが出ていますが、それぞれ

やはり問題意識が僕たちにはまずあって、その問題を解決していく

ための方法を実践する中で、アート的な要素を盛り込んでいったと。

例えば、まず街を知ってもらうということで、寿のプロモーション

ムービーを制作しました。この街はこれだけのインパクトがあるにも

関らずあまり知られていないのでまずプロモーションしてみたとい

うことです。…街がとにかく汚いというか、アスファルトににおいが

染み込んでいたり、衛生的に良くないので、「花いっぱいプロジェク

ト」というので、雰囲気を改善したり緑化も行っています。ストリート

ファニチャー的な、外部空間を充実させるようなプロジェクトも行

いました。あと、寿選挙PR活動というのは… 右下の方にそのとき

のポスターがありますが、行政側との連携で、こういうPR活動をし

ました。これは、特にこの右から２番目の下の方のものですが、街

の中に選挙の投票所までの三角形のカラフルな矢印をずっと置い

ていきました。それは、死票を減らして投票率を上げたという結果を

生んだのですが、一方で、街のにぎわいというか、テンションを上げ

るような効果もこれで実現できたかと思っております。

まだまだアートを活かせる余地はたくさんあると思います。例え

ば、現状では、この地域には看板がたくさんあるので、それらを活か

したアートワークを考えています。また、エヴァさんからもいくつか

のアドバイスがあったのですが、例えばかつて不法投棄をされてい

た場所に、プランターを置くことでそれを抑制したという経緯があ

って、でも、そこにはデザインが欠けていて… その辺もどんどん積

極的にやっていくべきではないかと。寿アートフィールドでは、ほか

にも幾つか現在考えていることなどあります。

ここからは新規事業という形になるのですが、レジデンス機能を

もっと活用して、パフォーマンスを発揮していくべきではないかと考

えております。それにはアーティストの滞在を誘致するとか、例えば

先ほど発表してくださった中間支援の方 と々レジデンス契約をする

とか。あと、YHVの独自のプログラムとして、中間支援組織の役割

を担っていくこともこれから視野に入れていきたいと思っておりま

す。YHVの契約部屋数が６０まで増えてきていますので、これからは

単なるホステルスペースだけではない、新しい部屋の使い方も可

能になってきているのではないかと考えております。

以上ですが、最後に… やはり今回唯一の株式会社として民間で

あることで可能になった流れがあるので、それを大事にしていきた

いと考えております。一方で、行政との連携をもっとしていきたいと。

資金面でなかなか難しいところもあるので、その辺はうまくお付き

合いができればと考えております。街というのは１０年といった単位

で考えなければなりません。そこを見据えて街の雰囲気が壊れな

い、魅力のあるまちづくりをしていきたいと考えております。恐らくそ

ういう地域特有のコンテクストを明確にしていく作業がクリエイティ

ブシティなのではないかというスタンスで、われわれは考えており

ます。以上です。ありがとうございました。

［行動計画書］

○ 団体名：Funnybee株式会社

○ 代表者名：谷津倉智子

○ 所在地：横浜市中区不老町３‐１４‐５ 中外ビル３０２

○ 主な活動内容

寿町での空き家活用、様 な々アートイベント、映像作品制作等

○ 参考とした視察先と内容

NDSMWharf。単体の建物内部に限定されたスペースではなく、

広がりを持ったエリアを対象にしていることで展示スペース・ス

タジオスペースのみならず様 な々要素が集合した「街」として機
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能している。また、本来極めて「生活」に近い現場から生まれてき

た歴史的遺構のリノベーションである。

○ 事業名

寿アートフィールドプロジェクト（継続事業）

○ 事業目的

寿町地区にアートの効用を利用した活気・雰囲気作りを行って

いく。あくまでも、既存の様々な要素との共存を図りつつ、徒歩

圏内に魅力的な空間を創出し、ここにしかない「寿アートフィー

ルド」を作り、新たな産業へとつなげたい。宿泊機能であること

のアドバンテージを最大限に活かす。

○ 実施時期：継続中

○ 実施会場：寿町地区

○ 事業内容

・アートフィールドの形成

建物単位ではなく、階単位・室単位でドヤと契約していること

で、寿地区にホステルビレッジの有機的ネットワークが構築

されている。街の余剰を利用したそれらのスペースを軸に、

街全体を豊かにするような雰囲気作りを模索したい。その

ツールの軸に様々なアートワークを位置づけ、アートフィール

ドを形成。特に外部空間の充実を寿地区の重要な課題として

捉えていく。

・外部組織との連携

行政側や他の中間支援組織との連携を考える。すでにコンテ

ンツを持っている他の中間支援組織と契約をし、レジデンス

施設として機能させる。滞在アーティストとの様々なコラボ

レーションの形も見えてくるだろうし、アーティストの滞在自

体が街の雰囲気を形作っていくと予想される。

・独自のレジデンスプログラム

外部組織の連携に加えて、独自のレジデンスプログラムを提

案する。寿の外部スペースに滞在アーティストによる作品制

作を依頼することや、ワークショップの開催なども視野に入

れていきたい。

○ 視察成果を反映した部分

NDSM Wharfの歴史に見られる一連のプロセス。行政側の支

援から始まる流れではなく、民間側から自然発生的に生まれて

いった内側からの動きが外側へと広がり、最終的には行政側か

らの支援も得られつつ、新たな産業を生み出している。具体的

コンテンツというよりも、そのプロセスに重ね合わせたい。




